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Ｐ2　伊豆市が満10歳を迎えます！
P4　お早めに！市県民税の申告
　　 所得税および復興特別所得税の確定申告

P6　第2回わたしの伊豆ベジ地満コンテスト
P10　第14回しずおか市町対抗駅伝
Ｐ17 市然発見♪

今月の主な内容

朝日を浴び、
　　目覚める自然



伊
豆
を
国
際
観
光
交
流
圏
に

　
昨
年
、市
長
と
し
て
初
め
て
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
を
訪
問
し
ま
し
た
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

の
活
力
を
、
直
接
、
は
っ
き
り
と
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
世
界
文
化
遺
産

と
な
っ
た
富
士
山
が
、
そ
も
そ
も
世
界
で

有
名
に
な
っ
た
の
は
達
磨
山
か
ら
撮
影
さ

れ
た
大
パ
ノ
ラ
マ
写
真
か
ら
で
あ
り
、
海

か
ら
富
士
山
を
望
め
る
駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー

は
箱
根
に
も
山
梨
に
も
な
い
唯
一
の
魅
力

で
あ
り
、
伊
豆
半
島
は
日
本
の
地
方
の
魅

力
を
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
フ
ル
セ
ッ
ト
で

持
っ
て
い
ま
す
。

　
何
よ
り
大
切
な
こ
と
は
伊
豆
半
島
が
一

体
と
な
っ
て
そ
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信

し
て
い
く
こ
と
で
す
。『
下
田
の
黒
船
祭
』

と
『
湯
ケ
島
の
弘
道
寺
』
と
『
韮
山
の
江

川
邸
』
は
、
時
代
を
共
有
し
、『
南
伊
豆
の

菜
の
花
』
と
『
河
津
桜
』
と
『
修
善
寺
梅
林
』

は
、
花
の
魅
力
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

　
東
海
岸
で
は
昇
る
朝
日
を
、
狩
野
川
河

畔
で
は
昼
の
陽
光
を
、
西
海
岸
で
は
沈
む

夕
日
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
伊
豆
半
島
の
市
町
が
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、

そ
の
魅
力
は
倍
増
し
ま
す
。

日
本
一
の
教
育
を
目
指
し
て

　
昨
年
は
、
教
育
が
大
き
な
話
題
に
な
り

ま
し
た
。
ど
の
親
御
さ
ん
も
、
わ
が
子
に

は
『
良
い
教
育
』
を
受
け
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
で
は
、『
良
い
教
育
』
と
は
何
で
し
ょ
う

か
？
学
力
テ
ス
ト
が
一
番
で
あ
る
こ
と
？

地
域
の
魅
力
を
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
？

ど
ん
な
環
境
で
も
生
き
抜
く
力
を
持
っ
て

い
る
こ
と
？
　

　
教
育
に
関
す
る
議
論
が
、
学
校
の
数
と

場
所
、
学
力
テ
ス
ト
の
公
表
う
ん
ぬ
ん
に

狭
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
大
変
残
念
に
感

じ
て
い
ま
す
。
伊
豆
市
制
１０
周
年
を
契
機

と
し
て
、
専
門
家
、
教
師
、
児
童
・
生
徒

が
全
員
参
加
で
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
先
輩
市
民
の
皆
さ
ん
、
学
生
時
代
に
ど

ん
な
こ
と
を
や
り
残
し
て
い
ま
す
か
？

　
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
自
分
た
ち
が
決
め

ら
れ
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
授
業
、
ど
ん

な
校
則
、ど
ん
な
制
服
に
し
た
い
で
す
か
？

　
小
学
生
の
皆
さ
ん
、
自
分
で
選
べ
る
と

し
た
ら
、
ど
ん
な
学
校
に
通
い
た
い
で
す

か
？

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
平
成
１６
年
に
４
町
が
合
併
し
て
発
足
し

た
伊
豆
市
は
、
今
年
満
１０
歳
を
迎
え
ま
す
。

　
当
時
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
小
学
校
４
年
生

に
な
り
、
当
時
４
年
生
だ
っ
た
お
子
さ
ん
は

成
人
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
１０
年
後
に
成
人

す
る
た
め
、つ
ま
り
『
自
立
・
自
律
で
き
る
市
』

に
な
る
た
め
、
な
に
を
為な

す
べ
き
な
の
で
し
ょ

う
か
。
私
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ま
す
。

①
先
輩
世
代
、
子
育
て
世
代
、
若
者
世
代
が

　
い
ず
れ
も
活
気
に
満
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ま

　
ち
づ
く
り
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

②
高
校
や
大
学
を
卒
業
し
た
若
者
の
働
く
場

　
が
あ
り
、
女
性
の
皆
さ
ん
が
社
会
の
さ
ま

　
ざ
ま
な
場
面
で
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て

　
い
る
こ
と
。

③
国
内
外
か
ら
多
く
の
お
客
さ
ま
が
訪
れ
、

　
市
民
と
の
交
流
が
世
界
的
規
模
に
広
が
っ

　
て
い
る
こ
と
。

④
美
し
い
自
然
や
歴
史
と
文
化
に
恵
ま
れ
た

　
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
考
え
る
力
、
健
康
な

　
心
身
、
真
に
生
き
る
力
を
得
る
た
め
の
教

　
育
が
実
現
し
て
い
る
こ
と
。

　『
新
た
な
地
域
づ
く
り
制
度
』

　
昨
年
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、『
新

た
な
地
域
づ
く
り
制
度
』
を
提
案
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
３０
年
代
ご
ろ
ま

で
存
在
し
た
『
村
』
を
再
生
す
る
も
の
で

す
。
あ
の
こ
ろ
は
歩
い
て
通
え
る
距
離
に

学
校
が
あ
り
、
地
域
を
よ
く
知
る
村
長
さ

ん
は
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
村
民

は
お
互
い
に
顔
見
知
り
で
し
た
。
強
い
団

結
を
持
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
の
は
、

こ
の
よ
う
な
ま
と
ま
り
が
最
適
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
行
政
主
導
で
は
な
く
、

地
域
の
こ
と
は
地
域
の
皆
さ
ん
が
話
し
合

い
、
決
定
し
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

　
駿
河
湾
に
面
し
た
土
肥
海
岸
、
深
い
渓

谷
と
温
泉
に
恵
ま
れ
た
湯
ケ
島
、
修
善
寺

の
駅
前
、
日
本
一
の
ワ
サ
ビ
田
と
里
山
を

擁
す
る
上
大
見
で
は
、
地
域
づ
く
り
の
在

り
方
が
異
な
っ
て
い
て
お
か
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
も
事
業
も
、
地

域
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
あ
る
は
ず
で
す
。

今
年
は
、
い
く
つ
か
の
地
域
が
モ
デ
ル
と

な
っ
て
先
行
的
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
よ
り
多
く
の

　
　
　
　
　
働
く
場
を

　
春
に
は
、
東
駿
河
湾
環
状
道
路
が
完
成

し
、
夏
に
は
修
善
寺
駅
周
辺
整
備
事
業
が

完
了
し
、
ま
た
今
年
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

の
整
備
に
も
着
手
す
る
予
定
で
い
ま
す
。

　
産
業
振
興
に
必
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
が

よ
う
や
く
そ
ろ
い
始
め
ま
す
。『
ヒ
ト
』
と

『
モ
ノ
』
が
動
け
ば
『
オ
カ
ネ
』
が
回
り
始

め
、
そ
こ
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス
が
生

ま
れ
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
都
市
計
画

も
見
直
し
、
必
ず
や
開
発
可
能
な
地
域
を

増
や
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
夏
の
完
成
が
待
た
れ
る
『
天
城
の
杜も
り

』

は
、
国
立
公
園
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ド
真
ん

中
に
鎮
座
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と

な
り
ま
す
。介
護
を
必
要
と
す
る
人
に
と
っ

て
は
安
寧
の
地
と
な
り
ま
す
が
、
同
時
に

現
役
世
代
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
職
場
と

な
り
ま
す
。
今
後
２０
〜
３０
年
は
医
療
・
介

護
が
雇
用
を
発
生
す
る
分
野
で
あ
り
、
安

定
し
た
魅
力
あ
る
事
業
に
発
展
す
る
よ
う
、

し
っ
か
り
支
援
・
協
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

▲この背景の写真は、平成 25年 7月 18日に社会科見学で市長と話をする修善寺小学校 3年生の児童たちです。
　伊豆市はこの児童たちと同じ年齢で今年 10歳を迎えます。
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2014 年 4月
伊豆市制施行10 周年
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問合せ／三島税務署☎ 055（987）6711　税務課☎（72）9851

 会　場

土肥支所 3階大会議室

2月1４日（金）～3月1７日（月）（土日を除く） 午前・・・8時30分～11時
午後・・・13時～16時

時　間期　間

本庁別館 2階大会議室

3月３日（月）～3月１７日（月）（土日を除く） 午前・・・8時30分～11時
午後・・・13時～15時30分

◎還付になる主な控除（給与や年金から所得税が源泉徴収されている人）

平成 25 年分所得税の還付申告および年金受給者説明会

　平成 25年分から復興特別所得税を所得税と併せて申告・納付することとさ
れています（復興特別所得税の税率は 2.1％で、期間は平成 49年分までです）。
※復興特別所得税とは、被災した地域の復興財源を確保するための時限的な所
　得税のことです。

説明会　　　　　　　　　　　 会　場　　　　　　　 期　間　　　　　   　 時　間

税務署職員による出張相談会
住宅借入金等特別控除相談会

市役所職員による還付申告相談会

2月4日（火）・5日（水）

2月3日（月）～1３日（木）
（土日、祝日を除く）

9時30分～11時
13時～16時本庁別館

2 階大会議室 8時30分～11時
13時～16時

医療費控除
サラリーマンなどで、平成25年中に10万円（または所得の5％）を超える医療費を払った人
※保険などで補てんされた金額は除く。

サラリーマンなどで、平成25年中に住宅ローンを利用し、マイホームを新築、購入または増改
築した人（一定の要件あり）

平成 25 年中に退職し、再就職していないなどで年末調整を受けてない人

国保税や保険料などの支払いがある人

災害や盗難などで住宅や家財などに損害を受けた人雑損控除

住宅借入金など
特別控除

中途退職の人

給与と公的年金・
公的年金のみの人

　申告期間前に還付の確定申告書の書き方や相談、年金受給者への事前説明会を開催します。
　必要書類などを持参し、下記の時間内でご都合のよいときにお出掛けください。

市県民税の申告と確定申告の相談、受け付け

お早めに！

市役所の申告会場では、譲渡所得や、青色申告、贈与税、消費税の相談受け付けはできません。
三島税務署の申告会場（三島商工会議所）で相談、申告をしてください。

税務署による出張相談日
２月１８日（火）・２５日（火）
３月  ４日（火）・１１日（火） 午前・・・9時30分～11時

午後・・・13時～16時
税理士による無料相談日

２月１４日（金）～2月28日（金）（土日を除く）

税理士による無料相談日
３月３日（月）～３月５日（水）

午前・・・9時30分～11時
午後・・・13時～16時

市役所の申告会場

三島税務署の申告会場

三島商工会議所
1階TMOホール 2月1４日（金）～3月1７日（月）（土日を除く） ９時～17時

 会　場 時　間期　間

※三島商工会議所の駐車場は有料です。市営中央駐車場を利用の場合は、駐車券を申告会場で提示すると無料
　になります。ただし台数には限りがありますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。
※期間中、三島税務署は申告会場ではありませんが、時間外収受箱への投函による提出はできます。

◎所得税の確定申告
○事業所得や不動産所得などがあり、所得税の計算を

した結果、納付税額がある人
○給与所得者で給与収入金額が 2,000 万円を超える人
○年金受給者で公的年金などの収入金額が 400 万円

を超える人
○給与・退職所得や公的年金などの雑所得以外の所得

金額が 20 万円を超える人など

◎市県民税の申告
○平成 25 年中に収入のあった人
○所得証明書などが必要な人
○国民健康保険に加入している人など
※確定申告をする人や給与所得だけで年末調整の済
　んだ人は、市県民税の申告は不要です。
※公的年金などの収入金額が 400 万円以下で、所得
　税の還付申告などを行わない人でも市県民税の控
　除を受けるためには、市県民税の申告が必要です。

申告が必要な人

市県民税の申告
所得税および復興特別所得税の確定申告

●給与所得の源泉徴収票　　　　　　●公的年金の源泉徴収票
●生命保険、地震保険の支払証明書　●健康保険、年金の支払証明書
●医療費の領収書など

【住宅借入金など特別控除のある人】
■住民票・建物や土地の登記事項証明書　■借入金の年末残高証明書
■取得価格の分かる契約書の写しなど

筆記用具、計算機、印鑑、
本人名義の還付先口座が分かるもの

必要な書類
持ち物



　市では、食育推進会議において、『伊豆しょく育元気プラン』（伊豆市食育推
進計画）を策定し、食育を推進しています。このコンテストは、市の食育事業
の一環として昨年度から実施しています。
　今年度は、応募総数25点の中から1次審査で8点に絞られ、10月19日(土)
の最終審査で金・銀・銅賞が決定しました。入賞した皆さんは、11月24日(日)
に開催された『This伊豆収穫祭＆ＪＡまつり伊豆』の中で表彰式が行われ、ま
た会場内では、入賞料理レシピの配布や試食も振る舞われました。
　ここでは、入賞料理を紹介するとともに、発想力豊かな高校生たちの料理
を紹介し、高校生たちの食育に対する取り組みも紹介します。

問合せ／健康増進課☎（72）9861

　市では、食育推進会議において、『伊豆しょく育元気プラン』（伊豆市食育推
進計画）を策定し、食育を推進しています。このコンテストは、市の食育事業
の一環として昨年度から実施しています。
　今年度は、応募総数25点の中から1次審査で8点に絞られ、10月19日(土)
の最終審査で金・銀・銅賞が決定しました。入賞した皆さんは、11月24日(日)
に開催された『This伊豆収穫祭＆ＪＡまつり伊豆』の中で表彰式が行われ、ま
た会場内では、入賞料理レシピの配布や試食も振る舞われました。
　ここでは、入賞料理を紹介するとともに、発想力豊かな高校生たちの料理
を紹介し、高校生たちの食育に対する取り組みも紹介します。

問合せ／健康増進課☎（72）9861

①調理の仕方などを審査
②調理した作品をプレ
ゼンテーションしてア
ピール
③審査員が試食して賞
を決定
④受賞式で笑顔を見せ、
賞状を受け取る山本
さん
⑤入賞料理を試食する
来場者

③④⑤

特別賞 ヤーコンのナムル
小暮 英子さん

　ヤーコンのシャキシャキ感を生かし
たシンプルな料理です。ヤーコンさえ
あれば、いつでもどこでも気軽に作る
ことができます。日ごろのお惣菜に良
いですよ。

　こちらの入賞作品は、食育講座や学校・保育
園などの給食で活用したいと考えています。
また、商工会や市内スーパーと連携して、入賞
料理の活用（商品化）に協力してくださる店舗
を募集する予定です。

今後にも注目！！

②

第2回わたしの
　　　伊豆ベジ地満コンテスト
第2回わたしの
　　　伊豆ベジ地満コンテスト
～入賞作品のご紹介と高校生の奮闘記～～入賞作品のご紹介と高校生の奮闘記～

①

入賞作品はこちら

【 料理名 】

★★★
★
★
★

★★★★★

★
★
★
★

★★
★

金賞金賞

【 料理名 】

イズシカ肉
　ヘルシープレート 山本 加奈さん

やまもと　  かな

　おいしくて栄養価の高いイズ
シカ肉を毎日の食卓に出してい
ただきたくて手軽にできて、な
じみのある焼肉味に仕上げまし
た。また、野菜もたくさん食べる
ことができます。

こ
こ
が

ポ
イ
ン
ト
！

じ　　ま　んじ　　ま　ん

★★★
★
★
★

★★★★★

★
★
★
★

★★
★

銀賞銀賞 イズシカ肉と
黒米のロール巻きフライ

【 料理名 】

代谷 春美さん

　高たんぱく低カロリーで鉄
分が多いイズシカ肉と黒米を
使って、野菜たっぷりで彩りの
良い料理を考えました。

ここが
ポイント！
ここが
ポイント！

だいや　はるみ

そうざい

★★★
★
★
★

★★★★★

★
★
★
★

★★
★

銅賞銅賞 和っとおいしい
伊豆の和風ピザ
キラキラ野菜のゼリー寄せ

【 料理名 】

伊藤 綾乃さん

　シイタケは伊豆の特産品。シイタ
ケが苦手な子どもがいることが気に
なり、子どもから大人までおいしく食
べることができるように考えました。

ここが
ポイント！
ここが
ポイント！

いとう　 あやの
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高校生たちが考えたアイディア料理

特別賞 入賞

料理名：
料理名：料理名：

尾沢 紀里さん城 瑞穂さん畠山 玲奈さん 森 隆介さん
長濱 理奈さん

野毛 邦彦さん
米倉 拓夢さん

　ヤーコンたっぷり！チーズに
隠れた弘法芋のすりおろしが
ふわっふわ。ノリを散らして磯
の香りもワンポイント！

　寒い日にもぴったり！野菜も
しっかり取れます！弘法芋チッ
プスがカリカリになるように工
夫しました！

ぜひ、ご家庭で！
8作品のレシピを作成しました

ぜひ、ご家庭で！
8作品のレシピを作成しました

▲生きいきプラザを入って正面にあり、入賞作品の写真の下にそれぞれのレシピがあります

　
今
年
度
の
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
レ
シ
ピ
は
、３

年
生
の
商
業
科
目
の『
地
域
商
品
開
発
』と
い

う
授
業
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
地
域
の
特
産
品
を
調
べ
る
課
題
と
タ
イ
ミ

ン
グ
も
合
い
、『
伊
豆
の
特
産
品
を
一
品
で
も

多
く
使
う
こ
と
』と『
野
菜
を
で
き
る
だ
け
多

く
取
り
入
れ
る
こ
と
』を
テ
ー
マ
に
し
ま
し

た
。ど
の
特
産
品
を
使
う
か
、選
ん
だ
特
産
品

か
ら
作
れ
そ
う
な
料
理
は
何
か
、特
産
品
を

ど
う
生
か
す
か
、な
ど
意
見
を
出
し
合
い
真

剣
に
考
え
て
レ
シ
ピ
を
作
り
ま
し
た
。

　
２
回
試
作
を
行
い
ま
し
た
が
、作
る
た
び

に「
チ
ー
ズ
を
混
ぜ
た
方
が
い
い
」、「
も
っ
と

カ
リ
カ
リ
に
揚
げ
た
い
」
な
ど
レ
シ
ピ
を
改

善
し
て
い
き
ま
し
た
。商
業
の
授
業
で
あ
る

た
め
、食
材
の
使
い
方
や
調
理
方
法
は
正
し

く
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
と
、生
徒
自
ら
家

庭
科
の
先
生
に
相
談
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。生
徒
の
ア
イ
デ
ア
は
斬
新
で
、教
え

て
い
る
側
も
驚
か

さ
れ
る
こ
と
ば
か

り
で
し
た
。ほ
と

ん
ど
教
員
が
指
導

す
る
こ
と
な
く
、

主
体
的
に
取
り
組

む
姿
は
さ
す
が
３

年
生
だ
と
感
心
し

ま
し
た
。

 

選
択
科
目
の『
家
庭
演
習
』で
は
、こ
れ
ま
で

の
家
庭
科
の
授
業
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
生

か
し
、郷
土
食
や
地
産
地
消
に
つ
い
て
調
査

を
す
る
中
で
、地
域
食
の
メ
リ
ッ
ト
や
食
文

化
を
継
承
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考

え
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　『
食
べ
る
』と
い
う
こ
と
は
高
校
生
活
を
支

え
、元
気
、意
欲
、生
き
る
力
を
生
み
出
し
ま

す
。し
か
し
近
年
、全
国
的
な
朝
食
の
欠
食
率

の
増
加
や
嗜
好
の
偏
っ
た
食
事
な
ど
食
生
活

を
取
り
巻
く
問
題
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け
て
、こ
れ
ら
近

年
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、誰
に
で
も

手
軽
に
作
る
こ
と
が
で
き
、お
い
し
く
か
つ

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
、地
域
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
レ
シ
ピ
に
す
る
た

め
に
趣
向
を
凝
ら
し
ま
し
た
。ま
た
、地
域
の

皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、意
見

を
出
し
合
い

な
が
ら
ネ
ー

ミ
ン
グ
に
も

工
夫
し
ま
し

た
。

伊
豆
総
合
高
等
学
校

土
肥
高
等
学
校

写真

伊藤 綾乃講師

浅野 将志教諭伊東 秀幸教諭

先
生
が
語
る
、コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け
て
の
取
り
組
み

　今回のコンテストで、一次審査
を通過した8点のうち、3点が高校
生によるものでした。ここでは、
伊豆総合高等学校と土肥高等学
校の授業での取り組みとコンテス
トに向けての取り組みを紹介する
とともに、高校生たちの応募作品
を紹介します。

　今回のコンテストで、一次審査
を通過した8点のうち、3点が高校
生によるものでした。ここでは、
伊豆総合高等学校と土肥高等学
校の授業での取り組みとコンテス
トに向けての取り組みを紹介する
とともに、高校生たちの応募作品
を紹介します。

高校生の奮闘記高校生の奮闘記

　今回のコンテストで入賞した8点の作
品のレシピを作成しました。レシピは生
きいきプラザに置いてあります。ご自由
にお持ち帰りすることができますので、
ぜひご家庭でご活用ください。

ここがポイント！ ここがポイント！ ここがポイント！

入賞

グラグラタングラグラタンやさいたっぷりんスープやさいたっぷりんスープ
しいたけぱん
　　　サラダを添えて
しいたけぱん
　　　サラダを添えて

し  

こ
う

いとう　ひでゆき あさの　  まさし

いとう　  あやの

のげ　  くにひこおざわ　　 きり

よねざわ　たくむ

もり　りょうすけ
はたけやま  れいな

じょう  みずほ

ながはま　　りな

～発想力豊かな高校生たちの応募作品をご紹介～～発想力豊かな高校生たちの応募作品をご紹介～

　かわいさ100％！シイタケの
うま味で、中のひき肉あんが
おいしさ倍増！サラダを添えて
ランチにいかが？
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今回初めて１区を走って、緊張したけど楽
しく走れました。練習にはあまり参加でき
ませんでしたが、今まで練習してきた成果
が出せたので良かったです。

自分のリズムで走ることを心掛
けて走りました。上り坂のある
区間で、体力的にもきつかった
ですが、沿道からの声援のおか
げで気持ちが折れることなく走
ることができました。

走る前はとても不安でした。で
も、自分の力を信じて頑張りま
した。今年は目標タイムを上回
ることができ、とてもうれしか
ったです。

走りは良いとは言えなかったけ
ど、今持っている力は全て出し
切りました。悔いはないです。

今日の走りは、最初はいい走りがで
きました。最後はペースが落ちてし
まったので、もっと頑張りたいと思
いました。

1区　永沼 美南子
（日大三島高2年）
1区　永沼 美南子
（日大三島高2年）

2区　荻原 清史郎
（中伊豆小6年）
2区　荻原 清史郎
（中伊豆小6年）

3区　内田 桃花
（中伊豆小6年）
3区　内田 桃花
（中伊豆小6年）４区　丸山 真理

（柏久保）
４区　丸山 真理
（柏久保）

５区　鈴木 琢
（藤枝明誠高1年）
５区　鈴木 琢

（藤枝明誠高1年）

６区　浅田 勝美
（湯ケ島）

６区　浅田 勝美
（湯ケ島）

7区　豊田 哲史
（修善寺中2年）
7区　豊田 哲史
（修善寺中2年）

８区　堀江 渚沙
（天城中1年）
８区　堀江 渚沙
（天城中1年）

９区　荻島 彩
（修善寺中3年）
９区　荻島 彩
（修善寺中3年）

１０区　鈴木 潤
（藤枝明誠高1年）
１０区　鈴木 潤
（藤枝明誠高1年）

１１区　梅原 克佳
（修善寺）

１１区　梅原 克佳
（修善寺）

過去最高記録タイの順位20位
に食い込む！

第
１４
回
し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝

　
　〜
タ
ス
キ
で
繋
い
だ
伊
豆
市
へ
の
思
い
〜

第
１４
回
し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝

　
　〜
タ
ス
キ
で
繋
い
だ
伊
豆
市
へ
の
思
い
〜

▲大会を終え、笑顔を見せる選手たち

浅田 麻奈
中伊豆小5年
浅田 麻奈
中伊豆小5年

1500ｍ女子1500ｍ女子

相原 大地
修善寺東小5年
相原 大地

修善寺東小5年

1500ｍ男子1500ｍ男子

　
１１
月
３０
日（
土
）、第
１４
回
し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
の
市
町
３９
チ
ー
ム
が
参
加
し
、１１
区
間（
静
岡
県
庁
か

ら
草
薙
陸
上
競
技
場
）、４２
・１
９
５
㎞
の
コ
ー
ス
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
伊
豆
市
チ
ー
ム
は
、市
の
部
で
２０
位（
合
計
タ
イ
ム
／
２
時
間

２６
分
１３
秒
）で
、前
回
大
会
よ
り
３
分
２０
秒
も
タ
イ
ム
を
縮
め
て

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
２０
位
と
い
う
結
果
は
、伊
豆
市
が
初
参
加
し
た
第
５
回
大
会

以
来
の
過
去
最
高
記
録
タ
イ
の
順
位
で
す
。

　
こ
れ
は
、７
月
か
ら
練
習
を
一
生
懸
命
頑
張
っ
た
選
手
た
ち

の
努
力
の
結
晶
で
す
。ま
た
、サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
チ
ー
ム
メ

イ
ト
や
沿
道
に
掛
け
付
け
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
声
援
が
力
に
な

っ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
、お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
１１
月
３０
日（
土
）、第
１４
回
し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
の
市
町
３９
チ
ー
ム
が
参
加
し
、１１
区
間（
静
岡
県
庁
か

ら
草
薙
陸
上
競
技
場
）、４２
・１
９
５
㎞
の
コ
ー
ス
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
伊
豆
市
チ
ー
ム
は
、市
の
部
で
２０
位（
合
計
タ
イ
ム
／
２
時
間

２６
分
１３
秒
）で
、前
回
大
会
よ
り
３
分
２０
秒
も
タ
イ
ム
を
縮
め
て

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
２０
位
と
い
う
結
果
は
、伊
豆
市
が
初
参
加
し
た
第
５
回
大
会

以
来
の
過
去
最
高
記
録
タ
イ
の
順
位
で
す
。

　
こ
れ
は
、７
月
か
ら
練
習
を
一
生
懸
命
頑
張
っ
た
選
手
た
ち

の
努
力
の
結
晶
で
す
。ま
た
、サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
チ
ー
ム
メ

イ
ト
や
沿
道
に
掛
け
付
け
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
声
援
が
力
に
な

っ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
、お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

本番当日はとても緊張しました。で
も走っているうちに緊張が取れ、い
い走りができて、うれしかったです。

いいタイムが出てよかったで
す。今まで練習した成果を出
し切ることができました。

今までの練習では、つらいと
きなどいろいろありましたが、
当日は自己ベスト記録が出て
満足な走りができました。

目標タイムを更新する自信があま
りなかったけど、できてとてもうれ
しかったです。ここまで頑張ってき
て本当に良かったと思いました。

一人でやっているのではないと
思い頑張ることができました。
コーチ・スタッフの皆さんありが
とうございました。厳しい中に
も連帯感が生まれた良いチー
ムでした。

今日の走りは、前半飛ばし過ぎ後半に
力が出せなかったです。来年はそうい
うことがないように、しっかりペース
を考え走りたいです。

目標にしていた１４分切りはできませ
んでしたが、今年の駅伝に参加でき
たことで、現在の自分がおかれてい
る環境の中で練習を継続する方法
が見えてきた気がします。

まだまだみんなもっとやれるはず。
来年はまた一からチームを作り直
して、まずは入賞を目指した伊豆
市チームを作っていきたい。

つ 

な
つ 

な

ふ
　
る
　
さ
　
と

ふ
　
る
　
さ
　
と

（2時間26分13秒）

ながぬま　 みなこながぬま　 みなこ

おぎはら  きよしろうおぎはら  きよしろう

うちだ　 ももかうちだ　 ももか

まるやま　 まりまるやま　 まり

すずき　たくすずき　たく

あさだ　 かつみあさだ　 かつみ

とよだ　  さとしとよだ　  さとし

ほりえ　 なぎさほりえ　 なぎさ

おぎしま あやおぎしま あや すずき  じゅんすずき  じゅん

うめはら かつよしうめはら かつよし

あいはら  だいちあいはら  だいち

あさだ　　まなあさだ　　まな
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▲画像を使い、分かりやすい講演を行う山田教授

 

豊
か
な
自
然
を
未
来
へ

人
と
森
林
の
つ
な
が
り

　

11
月
１５
日（
金
）～
17
日（
日
）の
３
日
間
、『
第
26

回
巨
木
を
語
ろ
う
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
静
岡
in
伊
豆
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は『
巨
樹
巨
木
と
森
の
文
化
を

未
来
に
つ
な
ぐ
』を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、16
日
は
天

城
会
館
で
常
葉
大
学
社
会
環
境
部
の
山
田
辰
美
教
授

に
よ
る
基
調
講
演
、市
内
の
小
中
高
生
6
人
と
関
係

団
体
の
３
氏
が
自
然
保
護
に
関
す
る
活
動
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

11
月
24
日
（
日
）
、
修
善
寺
体
育
館
で
『
第
31
回

修
善
寺
剣
道
大
会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
全
試
合
個
人
戦
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
で
行
わ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
４
０
０
人
が
集
ま
り
、

幼
児
か
ら
中
学
2
年
生
ま
で
の
10
部
門
に
分
か
れ
に

て
激
し
い
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

小
学
２
年
生
の
部　

白
井　

栞
奈
さ
ん
（
敢
闘
賞
）

　
　
　
　
　

小
学
５
年
生
の
部　

村
田　

典
彌
さ
ん
（
３
位
）　

　
　
　
　
　

小
学
６
年
生
の
部　

野
田　

響
さ
ん　

（
敢
闘
賞
）

　
　
　
　
　

中
学
１
年
生
の
部　

高
橋　

圭
太
さ
ん
（
優
勝
）　

　
　
　
　
　

中
学
１
年
生
の
部　

関
野　

温
人
さ
ん
（
敢
闘
賞
）

『
第
３１
回
修
善
寺
剣
道
大
会
』

竹
刀
に
思
い
を
込
め
て

▲力強い選手宣誓をする野田響さん（修善寺）

▲ドーム内には、旬の野菜がいっぱい！多くの来場者でにぎわいました

秋
の
大
イ
ベ
ン
ト
！

伊
豆
の
味
覚
が
大
集
合

11
月
24
日
（
日
）
、天
城
ふ
る
さ
と
広
場
・
天
城

ド
ー
ム
で『
Ｔ
ｈ
ｉ
ｓ
伊
豆
収
穫
祭
＆
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
伊

豆
』が
開
催
さ
れ
、約
8
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

ド
ー
ム
内
外
に
は
、市
内
外
や
Ｊ
Ａ
関
連
の
各
種

団
体
・
企
業
の
ブ
ー
ス
が
並
び
、自
慢
の
商
品
や
飲

食
物
を
販
売
。来
場
者
は
、1
店
舗
ず
つ
の
ぞ
き
な
が

ら
、買
い
物
や
展
示
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。ま
た
、消

防
・
交
通
安
全
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行

わ
れ
、イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

伊
豆
市
年
末
ク
リ
ー
ン
作
戦

年
末
の
大
掃
除
！

▲空き缶など、約1.5ｔのゴミを回収

市
と
Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
の
共
同
事
業

▲賞状を手に受賞を喜ぶ杉原由樹さん（北又中山間事業委員会代表）

　

１１
月
２８
日（
木
）、沼
津
の
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
で
開
催

さ
れ
た『
第
１０
回
お
米
日
本
一
コ
ン
テ
ス
ト
ｉｎ
し
ず
お

か
』で
、市
内
の
北
又
中
山
間
事
業
委
員
会
が
栽
培
し

た
お
米
が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、４
５
２
点
の
出
品
が
あ
り
、栽
培

方
法
や
食
味
検
査
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
、上
位
３０

点
が
金
賞
を
受
賞
。中
で
も
北
又
の
お
米
は
、最
終
審

査
に
お
い
て
ベ
ス
ト
１２
点
ま
で
残
り
、伊
豆
市
産
の
お

米
と
し
て
過
去
最
高
の
順
位
と
な
り
ま
し
た
。

12
月
1
日（
日
）、市
内
63
地
区
、一
般
廃
棄
物
協

同
組
合
か
ら
約
４
１
０
０
人
が
参
加
し
て
、伊
豆
市

年
末
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
区
で
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、地
区
内
の
清
掃

活
動
を
、一
般
廃
棄
物
協
同
組
合
の
皆
さ
ん
は
、各
地

区
の
清
掃
活
動
で
集
め
て
も
ら
っ
た
ゴ
ミ
の
収
集
を

行
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
市
内
が
と
て
も
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
国
で
高
評
価
！

▲伊豆を拠点に世界に羽ばたく選手たち

天
城
ド
ー
ム
を
拠
点
に

日
本
を
代
表
す
る
選
手
た
ち
が
合
宿

　

11
月
26
日（
火
）～
29
日（
金
）の
4
日
間
、『
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
メ
ッ
カ
』を
目
指
す
天
城
ド
ー
ム
で
、１９

歳
以
下
全
日
本
男
子
代
表
の
第
1
次
国
内
強
化
合
宿

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
チ
ー
ム
は
、国
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
い
る
た

め
、チ
ー
ム
競
技
に
欠
か
せ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
連
携
プ
レ
ー
の
練
習
に
時
間
を
割
き
ま
し
た
。

ま
た
、大
学
生
チ
ー
ム
を
相
手
に
本
番
を
見
据
え
た

練
習
試
合
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市内入賞者



　
土
肥
小
の
４
年
生
は
、１１
月
に
駿

河
湾
フ
ェ
リ
ー（
県
道
2
2
3
号

線
）を
利
用
し
、社
会
科
見
学
で
地

震
防
災
セ
ン
タ
ー
と
県
庁
を
訪
れ

ま
し
た
。

　
今
回
、駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
を
利
用

し
た
理
由
は
、

○
海
か
ら
伊
豆
の
地
形
を
見
る

○
海
か
ら
富
士
山
を
見
る

○
移
動
時
間
が
短
縮
で
き
る

な
ど
で
す
。土
肥
に
住
ん
で
い
る
だ

け
あ
っ
て
、ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た

ち
が
、フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、み
ん
な
で
乗
る

と
、ま
た
違
っ
た
楽
し
み
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

　
こ
の
日
は
特
別
に
船
長
室
や
特

別
室
に
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、職

員
の
人
が
説
明
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

り
し
て
、子
ど
も
た
ち
は
い
つ
も
以

上
に
興
味
を
持
っ
て
船
内
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
中
、離
れ

て
い
く
伊
豆
の
山
々
を
背
に
、く
っ

き
り
そ
び
え
る
富
士
山
。青
か
ら
緑

へ
色
を
変
え
る
駿
河
湾
を
見
る
こ

と
が
で
き
て
、子
ど
も
た
ち
は
幸
せ

そ
う
で
し
た
。

　
校
歌
の
中
に
も
、『
富
士
山
』と

　
土
肥
小
の
４
年
生
は
、１１
月
に
駿

河
湾
フ
ェ
リ
ー（
県
道
2
2
3
号

線
）を
利
用
し
、社
会
科
見
学
で
地

震
防
災
セ
ン
タ
ー
と
県
庁
を
訪
れ

ま
し
た
。

　
今
回
、駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
を
利
用

し
た
理
由
は
、

○
海
か
ら
伊
豆
の
地
形
を
見
る

○
海
か
ら
富
士
山
を
見
る

○
移
動
時
間
が
短
縮
で
き
る

な
ど
で
す
。土
肥
に
住
ん
で
い
る
だ

け
あ
っ
て
、ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た

ち
が
、フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、み
ん
な
で
乗
る

と
、ま
た
違
っ
た
楽
し
み
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

　
こ
の
日
は
特
別
に
船
長
室
や
特

別
室
に
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、職

員
の
人
が
説
明
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

り
し
て
、子
ど
も
た
ち
は
い
つ
も
以

上
に
興
味
を
持
っ
て
船
内
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
中
、離
れ

て
い
く
伊
豆
の
山
々
を
背
に
、く
っ

き
り
そ
び
え
る
富
士
山
。青
か
ら
緑

へ
色
を
変
え
る
駿
河
湾
を
見
る
こ

と
が
で
き
て
、子
ど
も
た
ち
は
幸
せ

そ
う
で
し
た
。

　
校
歌
の
中
に
も
、『
富
士
山
』と

『
駿
河
湾
』が
出
て
き
ま
す
。子
ど
も

た
ち
は
、フ
ェ
リ
ー
か
ら『
富
士
山
』と

『
駿
河
湾
』を
じ
っ
く
り
眺
め
、そ
の
素

晴
ら
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
、４
年
生
の
感
想
を
紹
介

し
ま
す
。

　
感
激
し
た
こ
と
が
３
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、海
か
ら
見
た
伊
豆
半
島

で
す
。伊
豆
半
島
は
と
て
も
大
き
く
、

山
が
立
って
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
２
つ
め
は
富
士
山
で
す
。富
士
山
の

下
に
は
、町
、山
、海
と
、何
か
を
見
守

っ
て
く
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

　
３
つ
め
は
景
色
で
す
。右
を
見
れ
ば

富
士
山
、左
を
見
れ
ば
ぐ
ん
ぐ
ん
育
つ

三
保
の
松
原
で
、く
ら
く
ら
す
る
ほ
ど

き
れ
い
で
し
た
。

　
私
は
、久
し
ぶ
り
に
フ
ェ
リ
ー
に
乗

り
、ま
す
ま
す
静
岡
県
が
好
き
に
な

り
ま
し
た
。

　

問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
近
年
、未
成
年
者
が
自
分
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
に
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、無
断
で
親
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
ゲ
ー
ム
内
通

貨
な
ど
を
購
入
し
た
と
い
う
事
案
が

増
加
し
て
い
ま
す
。そ
の
要
因
と
し
て

は
、ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
無
料
で
も
、ゲ
ー
ム
を
有
利
に
進
め

ら
れ
る
レ
ア
ア
イ
テ
ム
の
取
得
が
有

料
で
あ
る
仕
組
み
や
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
が
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
の
み
で
可

能
な
場
合
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ア
プ
リ
提
供
事
業
者
も
、未
成
年

者
の
高
額
利
用
を
予
防
す
る
た
め
の

措
置
を
取
っ
て
い
る
場
合
も
多
い
で

す
が
、仮
に
未
成
年
者
が
年
齢
を
偽
っ

て
購
入
し
た
場
合
は
、未
成
年
者
取
り

消
し
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す（
民
法
２１
条
）。

　
便
利
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
す
が
、未

成
年
者
に
所
持
さ
せ
る
場
合
は
、こ
の

よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
こ
と
に
も
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　  

司
法
書
士
　
山
田 
茂
樹

　
悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／
　

市
民
課
☎（
７２
）９
８
５
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

短
歌
・
天
城

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

歌
　
壇

『未成年のオンラインゲーム』

●
安
心・安
全
な
冬
休
み
を
！

　
ま
も
な
く
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
冬
休
み
が
始
ま
り

ま
す
。休
み
に
入
る
と
、子
ど
も
だ

け
の
留
守
番
や
子
ど
も
同
士
で
の

外
出
な
ど
心
配
な
こ
と
が
多
く
な

り
ま
す
。

　
不
審
者
は
、子
ど
も
や
女
性
が

一
人
に
な
っ
た
と
き
を
狙
っ
て
き
ま

す
。日
暮
れ
の
早
い
冬
は
、周
囲
の

危
険
察
知
も
遅
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、歩
き
な
が
ら
の
携
帯
電
話
操

作
や
、音
楽
を
聞
き
な
が
ら
歩
く
の

は
大
変
危
険
で
す
。

■
一
人
で
留
守
番
の
と
き

　こ
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
よ
う

①
不
用
意
に
玄
関
ド
ア
を
開
け
な

い
。

※
集
金
や
宅
配
を
装
い
、家
に
入

り
込
む
場
合
も
あ
り
ま
す
。

②
電
話
を
取
っ
て
安
易
に
家
族
の

情
報
を
話
さ
な
い
。

※
大
人
の
不
在
を
確
認
し
、家
に

侵
入
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
外
出
先
で
は

　こ
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
よ
う

①
基
本
的
な
約
束
事『
い
か
の
お

す
し
』の
徹
底
。

※
い
か
…
付
い
て
い
か
な
い
。

※
の
…
車
に
の
ら
な
い
。

※
お
…
お
お
声
で
助
け
を
呼
ぶ
。

※
す
…
す
ぐ
逃
げ
る
。

※
し
…
大
人
に
し
ら
せ
る
。

②
普
段
見
掛
け
な
い
車
や
、エ
ン
ジ
ン

を
か
け
停
車
し
て
い
る
車
に
近
づ

か
な
い
。

③
暗
く
人
通

り
の
少
な

い
道
は
通

ら
な
い
。

●
車
上
ね
ら
い
に
注
意
！

　
年
末
年
始
は
、買
い
物
や
初
詣
で

な
ど
車
で
出
掛
け
る
機
会
が
増
え
ま

す
。そ
ん
な
と
き
、車
の
中
に
荷
物
を

置
い
た
ま
ま
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

す
ぐ
戻
る
か
ら
、ま
た
バ
ッ
ク
に
上
着

な
ど
を
か
け
、自
分
で
は
見
え
な
い
よ

う
に
置
い
て
も
、犯
人
は
盗
み
を
想

像
し
て
し
ま
い
ま
す
。

■
つ
い
つ
い
、う
っ
か
り
…
あ
な
た
も

心
当
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

〇
わ
ず
か
な
時
間
の
施
錠
は
面
倒
。

〇
自
宅
だ
か
ら
施
錠
し
な
い
。

〇
車
内
に
貴
重
品
を
置
い
て
し
ま
う
。

　
ド
ロ
ボ
ー
は
、車
内
の
貴
重
品
を

盗
む
だ
け
で
な
く
、大
切
な
家
族
の

個
人
情
報
な
ど
を
盗
む
場
合
も
あ
り

ま
す
。ま
た
ド
ア
や
窓
ガ
ラ
ス
を
壊

さ
れ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
、そ
の
修

理
代
も
、か
な
り
の
金
額
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
盗
ま
れ
て
後
悔
す
る
前
に
、施
錠

の
習
慣
は
も
ち
ろ
ん
、あ
な
た
自
身
の

心
の
ス
キ
に
も
鍵
か
け
を
忘
れ
ず
に

お
願
い
し
ま
す
。

　『
進
路
学
習
会
』と
は
、将
来
の
自

分
の
姿
を
考
え
る
こ
と
、生
き
方
を

考
え
る
指
導
で
す
。

　
中
伊
豆
中
学
校
で
は
、将
来
の
職

業
を
考
え
る
と
き
の
参
考
と
な
る

よ
う
、毎
年
５
月
に
２
年
生
が
職
場

体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、２

学
期
の
後
半
の
１１
月
に
な
る
と
、高

校
進
学
に
向
け
て
進
路
学
習
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
本
校
で
は
、少
し
で
も
早
く

将
来
の
自
分
の
姿
を
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
、２
年
生
か
ら
進
路
説
明
会

に
参
加
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
１１

月
５
・
６
日
の
２
日
間
で
公
立
４

校
、私
立
５
校
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
本
校
を
卒
業
し
た
後
、各
方
面
で

活
躍
し
て
い
る
人
を
招
い
て
体
験

談
を
お
話
し
て
も
ら
う『
卒
業
生
講

話
』を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
、野
球
や
ア
メ
フ
ト
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
分
野
や
、生
徒
会
活
動

な
ど
文
化
面
で
活
躍
し
て
い
る
卒

業
生
か
ら
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
初
め
に
は
、今
春
高
校
を

卒
業
し
、『
Ｆ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
み
ら
い
ず
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
』で
活
躍
し
て
い
る
大
川

健
也
さ
ん
を
招
き
、お
話
し
て
頂
き

ま
し
た
。講
話
は
、ラ
ジ
オ
で
話
し

て
い
る
話
し
方
で
、『
夢
に
向
か
っ
て

少
し
ず
つ
努
力
す
る
こ
と
』を
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。生
徒
た
ち

は
、将
来
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
、

大
変
参
考
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

富
士
と
駿
河
湾
に
見
守
ら
れ

　

フ
ェ
リ
ー
で
静
岡
へ

富
士
と
駿
河
湾
に
見
守
ら
れ

　

フ
ェ
リ
ー
で
静
岡
へ

富
士
と
駿
河
湾
に
見
守
ら
れ

　

フ
ェ
リ
ー
で
静
岡
へ

『
進
路
学
習
会
』
と
『
卒
業
生
講
話
』

『
進
路
学
習
会
』
と
『
卒
業
生
講
話
』

『
進
路
学
習
会
』
と
『
卒
業
生
講
話
』

土肥
小学校

中伊豆
中学校

幼
ひ
と
り
増
え
た
る
ご
と
き
楽
し
さ
を
も
ち
て
仔
犬
は
わ
が
家
に
飼
は
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
　
尚
子
　
（
大
滝
）

不
意
に
来
し
子
等
と
楽
天
優
勝
の
話
題
は
ず
め
り
立
ち
た
る
儘
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
田
　
三
枝
子
（
佐
野
）

心
地
よ
き
風
に
吹
か
れ
つ
高
齢
の
友
ら
と
長
き
蓬
莱
橋
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
婦
美
恵
（
月
ケ
瀬
）

新
米
の
名
は
『
き
ぬ
む
す
め
』
猪
よ
け
の
電
柵
に
守
り
夏
を
育
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
　
と
き
子
（
月
ケ
瀬
）

小
春
日
か
寒
き
疾
風
の
日
と
な
る
か
朝
明
け
の
空
は
穏
や
か
に
晴
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
山
　
き
み
　
（
大
平
柿
木
）

夢にきらめけ われら伊豆っ子！夢にきらめけ われら伊豆っ子！

▲駿河湾フェリーを大満喫！！

▲生徒たちに熱心に説明する高校の先生

▲生徒たちに講話する大川さん

らは 

や 

て
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●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会
●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

～乳製品、毎日とってますか？～

保育園・幼稚園・こども園の紹介

 1人分
栄養価

作り方材料《 2人分 》

◆園目標　げんき やるき ゆうきのもてる子
◆重点目標　心身ともたくましい子
　　　　　　素直で思いやりのある子
　　　　　　自分の思いを表現する子
　　　　　　

①インゲンは、３cmくらい
の長さに斜めに切る。
②キュウリとニンジンは、５
cmくらいの幅に切った
後、千切りにする。
③インゲンとニンジンは、
さっと湯がいて、軽く水
気を絞っておく。
④【A】の調味料を混ぜ、湯
がいたインゲン、ニンジ
ンとキュウリを和える。
⑤皿に盛り付けた後、きざ
みノリを乗せる。

◆インゲン…………… 40ｇ
◆キュウリ…………… 40ｇ
◆ニンジン…………… 20ｇ
◆【Ａ】
　◇マヨネーズ…  大さじ1
　◇粉チーズ……  小さじ2
　◇しょうゆ…  小さじ1/2
◆きざみノリ………… 適量

　
橘
保
育
園
は
、３
歳
児
４
人
、４
歳
児
６
人
、５
歳
児
９

人
計
１９
人
の
子
ど
も
た
ち
が
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
中
で
元
気
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
広
い
園
庭
に
は
、推
定
樹
齢
１
５
０
年
の
大
き
な
ケ
ヤ

キ
が
そ
び
え
立
ち
、初
夏
の
ま
ぶ
し
い
新
緑
、真
夏
の
心

地
良
い
木
陰
、晩
秋
に
は
黄
色
に
色
付
い
た
葉
を
ひ
ら
ひ

ら
と
舞
い
散
ら
せ
て
、四
季
の
移
り
変
わ
り
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
木
々
や
草
花
も
育
ち
、子

ど
も
た
ち
は
、ま
ま
ご
と
の
ご
ち
そ
う
を
作
っ
た
り
、草

花
遊
び
や
色
水
遊
び
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
中
で
は
、縦
の
つ
な
が
り（
異
年
齢
児
）を
大

切
に
し
、運
動
会
や
園
外
保
育
、集
団
遊
び
な
ど
の
機
会

を
設
け
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
通
し
て
、誰
と
で
も
仲
良

く
遊
べ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、年
長
児
は
年
中
・

年
少
児
に
優
し
い
気
持
ち
を
、年
中
・
年
少
児
は
年
長

児
に
尊
敬
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、伊
豆
中
央
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
敬
老
会
へ
の
参
加

や
、中
伊
豆
体
験
農
園
で
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
・
サ
ツ
マ

イ
モ
の
つ
る
挿
し
や
収
穫
と
い
っ
た
、地
域
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
の
機
会
も
多
く
あ
り
ま
す
。今
年
度
は
、近
所
の

人
の
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
さ
せ
て
い
た
だ
き
、次
々

と
土
か
ら
出
て
く
る
大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
に
歓
声
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、地
域
の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ
、支
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、た
く
さ
ん
の
体
験
を
し
、心
も
体

も
元
気
に
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
ま
す
。

橘保育園橘保育園

◇エネルギー…65kcal　◇カルシウム…46mg
◇たんぱく質…1.9g　◇脂質…5.2g　◇食塩相当量…0.6ｇ

 

し
ょ
う
ゆ
が
味
を
引
き
締
め
る

　
　
　
　チ
ー
ズ
マ
ヨ
サ
ラ
ダ

 

し
ょ
う
ゆ
が
味
を
引
き
締
め
る

　
　
　
　チ
ー
ズ
マ
ヨ
サ
ラ
ダ

　わが家の10年来の健康の守り神は、手作りのカスピ海ヨーグルト。ある
町の栄養士Ｗさんから種をいただいたのが始まりです。種を牛乳に入れ1～
2日で、とろとろのヨーグルトの出来上がり。1回途絶えかけたけど、同じ
職場のお料理大好きＦさんが種をくれて復活！長生きのヨーグルト様に感
謝。もう退職されたＷさんＦさんに、「ヨーグルトも私も元気です！」と
伝えたいです。　　　　  食育推進専門員　平塚 歩実（東部健康センター）

▲敬老会でお年寄りと握手

▲サツマイモ掘りに夢中！

市然
発見♪市然
発見♪

大
地
か
ら
の
贈
り
物
②

〜
市
内
の
魅
力
た
っ
ぷ
り
、ジ
オ
サ
イ
ト
を
ご
紹
介
〜

問合せ／観光交流課☎（72）9911

しゃそう

達
磨
山

　
天
城
峠
か
ら
西
に
向
か
っ
て
延
び
る
分

水
嶺
に
は
、
伊
豆
山
稜
線
歩
道
が
整
備
さ

れ
、
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
伊
豆
山
稜
線
歩
道
の
西
の
端
に
あ

る
の
が
達
磨
山
（
標
高
９
８
１
・
９
ｍ
）

で
す
。
そ
の
展
望
の
良
さ
か
ら
箱
根
の
十

国
峠
に
対
し
て
十
三
国
峠
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
別
名
『
万
太
郎
』
と
も

呼
ば
れ
、
万
次
郎
岳
、
万
三
郎
岳
、
長
九

郎
山
の
い
わ
ゆ
る
『
天
城
四
兄
弟
』
の
長

男
に
あ
た
り
ま
す
。

ジ
オ
サ
イ
ト
と
し
て
の
達
磨
山

　
達
磨
山
か
ら
は
、
伊
豆
半
島
が
海
底
火

山
だ
っ
た
こ
ろ
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
痕
跡
を
一
望
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
海
底
火
山
時
代
の
痕
跡
は
、
低
い
な
が

ら
も
険
し
い
山
地
を
、
本
州
に
衝
突
後
の

大
型
陸
上
火
山
時
代
に
は
、
な
だ
ら
か
で

雄
大
な
シ
ル
エ
ッ
ト
を
つ
く
り
出
し
て
い

ま
す
。
こ
の
達
磨
山
も
、
実
は
衝
突
後
に

活
動
し
た
伊
豆
を
代
表
す
る
大
型
陸
上
火

山
の
一
つ
で
す
。
火
口
は
西
側
の
戸
田
新

田
付
近
に
あ
り
ま
す
が
、
今
は
、
侵
食
さ

れ
原
形
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

だ
る
ま
山
高
原
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

　
だ
る
ま
山
高
原
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
、
昭

和
14
年
に
開
催
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万

国
博
覧
会
で
出
展
さ
れ
た
富
士
山
パ
ネ
ル

の
撮
影
地
で
す
。
当
時
、
製
作
を
請
け
負

っ
た
六
桜
社
（
現
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
株
式

会
社
）
の
技
師
が
、
駿
河
、
甲
州
、
信
州

な
ど
富
士
山
の
周
り
を
一
巡
し
、
こ
の
地

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
撮
影
さ
れ
た
大
パ
ノ

ラ
マ
写
真
は
世
界
中
か
ら
大
絶
賛
さ
れ
、

こ
の
地
は
、
日
本
一
の
富
士
山
の
展
望
台

と
し
て
一
躍
脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。

ジ      

オ

だるま山高原レストハウスから望む富士山の眺望

▲富士山を見ながらイズシカ丼も楽しめちゃう♪

▲絶景も遊歩道も整備されている山稜線

▲大型の陸上火山である達磨山
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１
０
６
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
委
嘱

　

12
月
６
日
（
金
）、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
退
任
式
・
就
任
式
が
、
生
き
い
き
プ
ラ

ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
退
任
さ
れ
た
66
人
の
皆
さ
ん

に
、
厚
生
労
働
大
臣
、
県
知
事
、
市
長
か

ら
の
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
就

（
再
）
任
す
る
97
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
９
人
の
主
任
児
童
委
員
に
、
厚
生
労

働
大
臣
と
県
知
事
の
委
嘱
状
が
市
長
か
ら

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

※
上
記
の
写
真
は
式
典
の
様
子
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
っ
て
ど
ん
な
人
？

　

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常

勤
の
地
方
公
務
員
で
、
一
人
一
人
が
担
当

地
区
を
受
け
持
ち
、
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　

地
域
住
民
の
抱
え
る
悩
み
事
や
地
域
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
行
政
へ
の
働

き
掛
け
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
連

絡
な
ど
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
地
域
住
民

や
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
・
協
力
し
て
、

き
ず
な
づ
く
り
や
地
域
福
祉
の
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
事
例

〇
担
当
区
域
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
い

る
世
帯
、
児
童
、
妊
産
婦
、
母
子
家
庭

な
ど
の
状
況
把
握
（
家
庭
訪
問
な
ど
）

〇
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
福
祉
・
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
情
報
提
供

〇
支
援
が
必
要
な
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
、
助
言

〇
児
童
へ
の
登
下
校
時
の
声
掛
け
、
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動 　

な
ど

主
任
児
童
委
員
の
活
動
事
例

〇
市
、
福
祉
事
務
所
、
児
童
相
談
所
や
保

健
所
、
学
校
と
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
の
連
絡
調
整

〇
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
に
関
し

て
の
相
談 　

な
ど

　

核
家
族
化
が
進
み
、
地
域
社
会
の
つ
な

が
り
が
薄
く
な
っ
て
い
る
現
代
、
子
育
て

や
介
護
に
悩
ん
で
い
る
人
や
、
障
が
い
者
、

高
齢
者
な
ど
が
孤
立
し
、
必
要
な
支
援
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
身

近
な
相
談
相
手
と
な
り
、
支
援
を
必
要
と

す
る
住
民
と
行
政
や
専
門
機
関
を
つ
な
ぐ

パ
イ
プ
役
を
務
め
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

こ
こ
で
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
や
役
割
と
と
も
に
、

新
た
に
委
嘱
さ
れ
た
各
地
域
の
担
当
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
２

ご存じですか？地域の身近な相談相手

民生委員・児童委員をご紹介

　  氏　名	 　　　担当地区	 　　　　　電話番号
水口　順子　　　大沢・ニットーランド　　（72）2573
水口　稔　　　　堀切・山田・広野　　　　（72）3902
三輪　俊江　　　熊坂　　　　　　　　　　（72）1411
河合　依代　　　熊坂　　　　　　　　　　（72）3728
原　光一郎　　　熊坂　　　　　　　　　　（72）5199
大城　夏江　　　瓜生野　　　　　　　　　（72）6625
小栗　幸紀男　　ニュータウン　　　　　　（73）1251
中村　きみ子　　ニュータウン　　　　　　（72）3081
遠藤　康博　　　大下　　　　　　　　　　（72）3447
酒井　洪　　　　中神戸・芝山台　　　　　（72）7043
及川　成男　　　小坂・弁天町　　　　　　（72）2497
植田　静子　　　小山　　　　　　　　　　（72）0130
湯川　正喜　　　南町・本町　　　　　　　（72）0476
鈴木　誠一　　　遊覧町・桂町　　　　　　（72）0532
瀬川　長清　　　中里　　　　　　　　　　（72）2277
三須　桂介　　　紙谷・雇用促進　　　　　（72）3929
梅原　勇一郎　　北又・湯舟　　　　　　　（72）1613
福井　さち子　　大平　　　　　　　　　　（72）3883
竹内　一良　　　大平　　　　　　　　　　（72）1161
鈴木　伸治　　　本立野　　　　　　　　　（72）2949
山口　了三　　　本立野　　　　　　　　　（73）1701
板垣　哲郎　　　小立野　　　　　　　　　（73）1166
小林　光郎　　　日向・奥野　　　　　　　（72）2920
小野　正和　　　加殿　　　　　　　　　　（72）3808
秋津　良章　　　田代　　　　　　　　　　（72）3836
杉村　茂則　　　横瀬　　　　　　　　　　（72）3660
芹澤　聰子　　　牧之郷　　　　　　　　　（72）7050
平田　康二　　　牧之郷　　　　　　　　　（72）5879
島田　裕子　　　牧之郷　　　　　　　　　（72）5396
三田　祐司　　　駅前　　　　　　　　　　（72）0211
遠藤　寿夫　　　駅前　　　　　　　　　　（72）0711
工藤　誠　　　　駅前　　　　　　　　　　（72）1514
島村　榮　　　　柏久保　　　　　　　　　（72）6097
塩谷　友子　　　柏久保　　　　　　　　　（72）7572
石渡　辰夫　　　年川　　　　　　　　　　（72）4403
小川　多美子　　大野　　　　　　　　　　（72）6908
山田　範行　　　大野　　　　　　　　　　（72）3514
鈴木　五十一　　大藪 1 ～ 7　　　　　　　（98）0977
鈴木　敬子　　　大藪 8 ～ 14 　　　　　　（98）0739
城所　大生　　　中浜小門・宿　　　　　　（98）2123
吉川　順子　　　中浜東・南・馬出　　　　（98）0616
髙石　安枝　　　平野　　　　　　　　　　（98）0460
涌田　久乃　　　屋形 5 ～ 12　　　　　　 （98）1230
青木　代司男　　屋形 1 ～ 4・金山　　　　（98）2026
勝呂　務　　　　馬場　　　　　　　　　　（98）0923
佐藤　昌作　　　水口・中村　　　　　　　（98）1866
服部　幸郎　　　横瀬・天金　　　　　　　（98）1331
福室　龍雄　　　新田・平石・市営　　　　（98）1381
勝呂　知文　　　浜・黒根　　　　　　　　（98）1239
勝呂　義衛　　　出口・入谷　　　　　　　（98）0145
黒田　健祐　　　小池・松原　　　　　　　（99）0256
鈴木　俊博　　　上野・中島・長藤　　　　（99）0346
長濱　薫　　　　西浜・大久保　　        090（5814）0644
　　　　　　　　菅沼・米崎・
　　　　　　　　坂の上・小峰　　　　　　
　　　　　　　　下村・中村・
　　　　　　　　大木山・藤沢　　　　

　  氏　名	 　　		担当地区	 　　　　　電話番号
安藤　保夫　　　宿　　　　　　　　　　（85）0273
岡田　和子　　　大滝　　　　　　　　　（85）1085
山崎　正樹　　　茅野　　　　　　　　　（85）1316
浅田　勝一　　　長野　　　　　　　　　（85）1274
内田　信行　　　西平　　　　　　　　　（85）0833
早川　澄男　　　金山　　　　　　　　　（85）1352
鈴木　義夫　　　持越　　　　　　　　　（85）1073
足立　明則　　　市山　　　　　　　　　（85）1281
宿崎　満男　　　門野原　　　　　　　　（85）0345
渡邉　宏美　　　吉奈　　　　　　　　　（85）0344
堀江　紀代美　　月ケ瀬　　　　　　　　（85）0235
鈴木　八十博　　田沢　　　　　　　　　（85）2203
堀江　美智子　　矢熊　　　　　　　　　（87）0537
大川　友明　　　上船原　　　　　　　　（87）0203
堀井　陽子　　　下船原　　　　　　　　（87）0403
坪内　光男　　　青羽根　　　　　　　　（87）0229
飯塚　公子　　　青羽根　　　　　　　　（87）0037
鈴木　隆美　　　本柿木　　　　　　　　（87）1235
鈴木　正子　　　大平柿木　　　　　　　（87）1173
渡部　雅代　　　松ケ瀬　　　　　　　090（1861）7393
杉本　代梅子　　佐野　　　　　　　　　（87）1199
大川　惠資　　　雲金　　　　　　　　　（87）0615
岡本　峰子　　　地蔵堂　　　　　　　　（83）0535
石井　真澄　　　原保　　　　　　　　　（83）0118
三枝　しず子　　菅引　　　　　　　　　（83）1608
三枝　雅子　　　中原戸・戸倉野　　　　（83）1540
山下　隆　　　　姫之湯・貴僧坊　　　　（83）1192
塩谷　英雄　　　筏場　　　　　　　　　（83）1204
伊郷　勝美　　　城・梶山　　　　　　　（83）0986
土屋　初代　　　八幡　　　　　　　　　（83）0368
赤堀　まさ子　　八幡　　　　　　　　　（83）1700
野田　るり子　　梅木　　　　　　　　　（83）2218
飯田　みちゑ　　柳瀬・宮上　　　　　　（83）1502
　　　　　　　　持越・堰・
　　　　　　　　天城高原・丸野高原　
手老　秀一　　　下尾野・向・沢口　　　（83）1607
　　　　　　　　元村・関野・
　　　　　　　　中伊豆高原　　　　　
小川　道雄　　　小川　　　　　　　　　（83）1285
杉山　文子　　　小川　　　　　　　　　（83）0620
右原　芳伸　　　西・清水　　　　　　　（83）2359
鈴木　直道　　　上和田　　　　　　　　（83）1428
百瀬　利夫　　　ニューライフ　　　　　（83）0186
澤山　和樹　　　パールタウン　　　　090（8584）4581

　　氏　名　　　　　	担当地区　　　　　　	電話番号
公野　由起江　　修善寺 （72）2496
菅尾　三恵子　　修善寺 （72）8689
山下　順子　　　修善寺 （72）2833
小長谷　清恵　　土肥 （99）0320
内田　冷子　　　土肥 （98）1276
鈴木　光子　　　天城湯ケ島 （87）0727
山居　清子　　　天城湯ケ島 （85）0239
高原　悦子　　　中伊豆 （83）3168
田足井　みさ子　中伊豆 （83）1091

山田　三江子　　　　　　　　　　　　　　（99）0727

土屋　賢二　　　　　　　　　　　　　　　（99）0382

山口　眞廣　　　　　　　　　　　　　　（83）3053

萩野　紳一郎　　　　　　　　　　　　　（83）0575

■各地区民生委員・児童委員一覧（順不同・敬称略）

■各地区主任児童委員一覧（順不同・敬称略）
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消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
公
共
料
金

や
施
設
使
用
料
金
な
ど
を
見
直
し
ま
す

　

平
成
26
年
4
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が
８

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
受
け
、
市
で

は
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
分
の
施
設
使
用
料

金
な
ど
へ
の
転
嫁
に
つ
い
て
、
市
民
の
代
表
者

で
構
成
す
る
審
議
会
へ
意
見
を
求
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
引
き
上
げ
に
係
る
税
負
担
に

つ
い
て
は
、
国
の
通
知
な
ど
に
よ
り
使
用
料

金
な
ど
へ
転
嫁
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
も
『
妥
当
』

と
の
判
断
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
４
月
の
改

正
を
予
定
し
料
金
を
見
直
し
ま
す
。
対
象

施
設
や
料
金
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
財
務
課
☎
（
72
）
９
８
５
９

巡
回
交
通
事
故
相
談
（
相
談
無
料
）

　

静
岡
県
交
通
事
故
相
談
所
の
専
門
相
談

員
が
、
交
通
事
故
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と
き
／
２
月
12
日
（
水
）
10
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
本
庁

内
容
／
損
害
賠
償
、
自
動
車
保
険
の
請
求
、

示
談
・
調
停
・
訴
訟
な
ど
の
相
談

持
ち
物
／
交
通
事
故
証
明
書
、
医
師
の
診

断
書
、
事
故
現
場
の
略
図
な
ど

申
込
み
／
２
月
５
日
（
水
）
ま
で
に
地
域
づ

く
り
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

伊
豆
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

　

伊
豆
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に

よ
る
選
挙
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
は
20
人
で
、
選

挙
権
は
平
成
25
年
の
農
業
委
員
会
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

と
き
／
１
月
23
日
（
木
）
14
時
～

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

■
届
出
書
類
事
前
審
査

と
き
／
２
月
３
日
（
月
）
９
時
～
16
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

■
告
示
（
立
候
補
届
出
受
理
）

と
き
／
２
月
９
日
（
日
）
８
時
30
分
～
17
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

■
投
票

と
き
／
２
月
16
日
（
日
）
７
時
～
18
時

投
票
所
／
本
庁
お
よ
び
各
支
所
（
４
カ
所
）

■
開
票

と
き
／
２
月
16
日
（
日
）
19
時
30
分
～

開
票
所
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

問
合
せ
／

選
挙
管
理
委
員
会
☎
（
72
）
９
８
６
９

農
業
委
員
会
☎
（
72
）
９
８
９
４

土
肥
地
区
神
社
棟む
な
ふ
だ札
調
査
の
報
告
会

（
申
し
込
み
不
要
・
参
加
無
料
）

　

土
肥
地
区
の
現
地
調
査
が
ほ
ぼ
終
了
し
、

解
読
作
業
を
進
め
る
中
で
当
時
の
様
子
や
宮

大
工
の
こ
と
な
ど
新
た
な
土
肥
地
区
の
歴
史

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
報
告
会
を
行

い
ま
す
。
郷
土
の
歴
史
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
／
２
月
２
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ
／
土
肥
支
所

講
師
／
伊
豆
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員

橋
本 

敬
之 

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
豆
学
研
究
会
代
表
）

棟
札
と
は
／
建
設
時
に
建
物
の
由
緒
や
施
主
、

施
工
時
期
な
ど
を
記
録
し
、
棟
木
な
ど
に
打

ち
付
け
た
木
の
板
の
こ
と
で
す
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
８

『
さ
く
ら
堤
つ
つ
み

公
園
』
を
供
用
開
始
し
ま
す

　

修
善
寺
駅
周
辺
整
備
事
業
で
、
牧
之
郷

幼
稚
園
跡
地
に
整
備
し
て
い
た
新
し
い
都
市

公
園
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

狩
野
川
堤
防
沿
い
の
桜
並
木
が
美
し
い
場

所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
『
さ
く
ら
堤
公
園
』
と
名
付

け
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

名
称
／
さ
く
ら
堤
公
園
（
柏
久
保
８
９
５
―
６
）

面
積
／
０・３
ha

施
設
概
要
／
多
目
的
ト
イ
レ
、
ベ
ン
チ
、
芝

生
広
場
、
多
目
的
広
場

問
合
せ
／
土
地
対
策
課
☎
（
83
）
５
２
０
６

『
ち
び
っ
こ
サ
ロ
ン
わ
ら
ぼ
』
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　
『
ち
び
っ
こ
サ
ロ
ン
わ
ら
ぼ
』
は
、
就
園
前

の
お
子
さ
ん
が
親
子
で
気
軽
に
交
流
を
図
る

場
所
と
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

対
象
者
／
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

利
用
日
／
毎
週
水
～
金
曜
日

と
こ
ろ
／
原
保
保
育
園
（
休
園
中
）

■
利
用
日
変
更
の
お
知
ら
せ

　
『
ち
び
っ
こ
サ
ロ
ン
わ
ら
ぼ
』
は
、
４
月
か
ら

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
４
月
か
ら

『
ち
び
っ
こ
サ
ロ
ン
は
つ
ま
』
は
お
休
み
に
な

り
ま
す
（
３
月
ま
で
月
・
火
曜
日
の
利
用
可
）。

※
市
内
子
育
て
支
援
施
設
の
情
報
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ
／
ち
び
っ
こ
サ
ロ
ン
わ
ら
ぼ
☎
（
83
）

０
１
１
６　

こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
『
天
城
の
杜も
り

』

平
成
26
年
度
の
開
設
に
向
け
て

　

市
の
介
護
保
険
計
画
に
基
づ
き
、
建
設
を

進
め
て
い
る
『
天
城
の
杜
』
の
準
備
事
務
所

が
開
設
し
ま
し
た
。
施
設
の
概
要
や
入
所
に

関
す
る
こ
と
な
ど
は
、
準
備
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

準
備
事
務
所
／

社
会
福
祉
法
人
愛
誠
会　
『
天
城
の
杜
』
準

備
室
（
柏
久
保
１
３
９
５
―
２
）

☎
（
99
）
９
９
９
０
（
平
日
９
時
～
17
時
）

問
合
せ
／
長
寿
介
護
課
☎
（
74
）
０
１
５
０

お
知
ら
せ

『
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
６
期
介
護
保

険
事
業
計
画
』
に
伴
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

高
齢
者
の
生
活
実
態
や
普
段
の
意
識
を
把

握
し
、
平
成
27
年
度
を
初
年
度
と
す
る
『
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
』
策
定
の
た
め
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

対
象
者
／
約
２
５
０
０
人
（
無
作
為
抽
出
）

〇
一
般
高
齢
者
（
65
歳
以
上
・
約
１
１
０
０
人
）

〇
要
支
援
・
要
介
護
者

　
（
介
護
認
定
者
・
約
９
０
０
人
）

〇
壮
年
者
（
40
歳
～
64
歳
・
約
５
０
０
人
）

調
査
期
間
／

１
月
10
日
（
金
）
～
１
月
24
日
（
金
）

問
合
せ
／
長
寿
介
護
課
☎
（
72
）
９
８
６
０

今
年
度
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
!!

追
加
が
ん
検
診

対
象
／
今
年
度
、
職
場
や
人
間
ド
ッ
ク
、
市

の
集
団
検
診
な
ど
の
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人

と
き
・
と
こ
ろ
／

〇
１
月
22
日
（
水
）・
23
日
（
木
）

　

８
時
30
分
～
10
時　

中
伊
豆
温
泉
病
院

〇
１
月
27
日
（
月
）・
28
日
（
火
）

　

８
時
30
分
～
10
時
30
分　

生
き
い
き
プ
ラ
ザ

※
時
間
は
受
け
付
け
時
間
で
す
。

検
査
内
容
／

〇
胃
が
ん
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）
…

　

千
円
（
35
歳
以
上
対
象
）

〇
大
腸
が
ん
（
検
便
２
日
法
）
…

　

５
０
０
円
（
40
歳
以
上
対
象
）

〇
肺
が
ん
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）
…

　

２
０
０
円
（
40
歳
以
上
対
象
）

持
ち
物
／
お
と
な
の
検
診
カ
ー
ド
（
シ
ー
ル

の
付
い
た
も
の
）、
希
望
す
る
検
診
の
受
診

票
（
会
場
に
も
あ
り
ま
す
）、
自
己
負
担
金
、

便
容
器
（
大
腸
が
ん
検
診
希
望
者
）

そ
の
他
／
申
し
込
み
不
要
で
す
。
お
と
な
の

検
診
カ
ー
ド
や
便
容
器
が
無
い
人
は
、
健
康

増
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
市
の
助
成
を
活
用
し
て

　

検
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

例
え
ば
、
本
来
５
千
円
程
度
か
か
る
胃
が

ん
検
診
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）
の
場
合
、
約
２

割
負
担
の
千
円
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

８
割
の
助
成
が
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
ほ
か
の
検
診
で
も
、
費
用
の
１
割
～
２
割

程
度
の
負
担
で
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

水
道
の
凍
結
に
ご
注
意
を
！

　

毎
年
12
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
水
道
凍

結
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る
と
水
道

の
凍
結
事
故
が
急
に
多
く
な
り
、
水
が
出
な

く
な
っ
た
り
、
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
が
破
裂
し

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
修
理
に
も
多
く
の
費

用
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
メ
ー
タ
ー
か
ら
先
の
水
道
管
が
破
裂

し
た
場
合
に
は
所
有
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
ど
ん
な
と
き
に
注
意
が
必
要
？

〇
外
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
っ
た
と
き
。

〇
旅
行
な
ど
で
家
を
留
守
に
す
る
な
ど
、
長

時
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き
。 

〇
『
真
冬
日
』（
１
日
中
外
気
温
が
氷
点
下

の
日
）
が
続
い
た
と
き
。

■
凍
結
し
や
す
い
場
所
は
？

〇
水
道
管
が
露
出
し
て
い
る
場
所
。 

〇
北
側
に
あ
る
水
道
管
。

〇
風
当
た
り
の
強
い
場
所
。

■
凍
結
を
防
止
す
る
に
は
？

〇
管
が
露
出
し
て
い
る
場
合
に
は
、
保
温
材

を
付
け
ま
し
ょ
う
。
地
面
に
近
い
場
所
で

は
土
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
も
有
効
で
す
。 

〇
最
も
気
温
が
下
が
る
夜
か
ら
朝
方
に
か

け
て
凍
結
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
蛇
口

か
ら
細
く
（
ス
ト
ロ
ー
の
太
さ
程
度
）
水

を
出
す
こ
と
も
凍
結
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
の
際
、
風
呂
な
ど
に
貯
め
て

お
く
と
無
駄
水
に
な
ら
ず
に
す
み
ま
す
。

■
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら
？

　

凍
結
個
所
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か

ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
ま
し
ょ
う
。 

※
熱
湯
は
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
!!
水
道
管

が
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

■
水
道
管
が
破
損・漏
水
し
て
し
ま
っ
た
ら
？

〇
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
止
水
栓

を
閉
め
て
水
を
止
め
、
指
定
工
事
店
に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
工
事
店
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
上
下
水
道
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
使
用
者
が
不
在
で
、
近
隣
の
人
か
ら
連
絡
を

い
た
だ
い
た
場
合
は
、
市
で
止
水
栓
を
止
め

漏
水
が
あ
っ
た
旨
の
メ
モ
を
投
函
し
ま
す
。 

問
合
せ
／
上
下
水
道
課
☎
（
83
）
３
９
０
０

は
た
ち
の
歯
周
疾
患
健
診

　

成
人
式
終
了
後
、
新
成
人
を
対
象
に
『
は

た
ち
の
歯
周
疾
患
健
診
』
を
行
い
ま
す
。
口

の
健
康
は
、
糖
尿
病
や
肥
満
な
ど
の
生
活
習

慣
病
に
関
係
す
る
だ
け
で
な
く
、
食
事
や
会

話
な
ど
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
基
礎
と

な
り
ま
す
。
自
分
の
歯
の
健
康
を
知
る
良
い

機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
／
１
月
12
日
（
日
）
記
念
撮
影
終
了
後

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

そ
の
他
／
受
診
無
料
で
す
。
図
書
カ
ー
ド
な

ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。
歯
磨

き
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
ま
す
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

要
介
護
認
定
在
宅
訪
問
調
査
員
募
集

募
集
人
数
／
若
干
名

内
容
／
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
訪
問
調

査
業
務
（
月
10
～
20
件
程
度
）

報
酬
／
４
千
円
（
１
件
あ
た
り
）

費
用
弁
償
／
１
３
０
０
円
（
１
日
あ
た
り
）

業
務
先
／
市
内
の
居
宅
、
医
療
機
関
、
介

護
保
険
施
設

応
募
資
格
／
保
健
師
、
看
護
師
、
介
護
支
援

専
門
員
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
、
普
通

自
動
車
ま
た
は
原
付
バ
イ
ク
の
免
許
を
持
つ
人

応
募
方
法
／
１
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
、
履

歴
書
お
よ
び
資
格
書
の
写
し
を
長
寿
介
護
課

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
長
寿
介
護
課
☎
（
74
）
０
１
５
０

▲広い敷地から富士山を眺めることも

募

　
　集

★市役所へのお問い合わせは、原則 8 時 30 分から17 時 15 分までとなります（土日・祝日・年末年始を除く）。



市
民
健
康
講
座
『
高
血
圧
予
防
教
室
』

　

高
血
圧
は
、
自
覚
症
状
の
な
い
人
が
大
半

で
す
が
、
無
症
状
の
ま
ま
に
動
脈
硬
化
が
進

み
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
重
篤
な
疾
病

を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
高
血
圧
・
動
脈
硬
化
を
予
防
し
、

い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
と
し
た
健
康
生
活
を

送
る
た
め
の
市
民
健
康
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

血
圧
が
高
め
と
言
わ
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
、

ご
家
族
が
高
血
圧
の
人
、
興
味
の
あ
る
人
な

ど
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と
き
／

①
１
月
29
日
（
水
）
13
時
15
分
～
15
時
30
分

②
２
月
３
日
（
月
）
13
時
15
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
／
①
②
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／

①
医
師
の
講
義
、
栄
養
の
講
義

　

講
師
…
紀
平
ク
リ
ニッ
ク
院
長

　

紀
平 

幸
一 

先
生

　

静
岡
県
栄
養
士
会 

管
理
栄
養
士

　

西
島 

あ
け
み 

先
生

②
栄
養
と
保
健
の
講
義
、
運
動
講
義
と
実
践

　

講
師
…
伊
豆
市
管
理
栄
養
士
、
保
健
師

　

日
本
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

健
康
運
動
指
導
士 

沼
部 

早
紀
子 

先
生

※
運
動
で
き
る
服
装
と
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
み
／
参
加
無
料
で
す
。
１
月
28
日（
火
）

ま
で
に
健
康
増
進
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
で
き
る
だ
け
２
日
間
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座 

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
の
な
か
で
支
え

あ
う
活
動
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
こ
の
講
座
で
、
楽
し
く
介
護
予

防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
知
識
や
技
術
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

と
き
・
内
容
／

時
間
は
各
日
９
時
30
分
～
15
時
で
す
。

〇
２
月
19
日
（
水
）
講
義
（
伊
豆
市
の
高
齢

化
の
現
状
・
高
齢
者
の
心
と
体
の
特
徴
と

変
化
・
運
動
の
注
意
点
な
ど
）、
実
技
（
介

助
の
仕
方
・
体
操
）

〇
２
月
25
日
（
火
）
講
義
（
認
知
症
高
齢
者

の
理
解
と
対
応
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
）、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
実
技
（
上
手
な
体
の
動
か

し
方
）　

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

対
象
／
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味

の
あ
る
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き
そ
う
な
人

定
員
／
30
人

持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
体
操
の
で
き
る
服
装

申
込
み
／
参
加
無
料
で
す
。
２
月
13
日（
木
）

ま
で
に
長
寿
介
護
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
長
寿
介
護
課
☎
（
72
）
９
８
６
０

伊
豆
市
交
流
協
会
イ
ン
ド
料
理
教
室

　

伊
豆
市
交
流
協
会
で
は
、
料
理
を
通
し
て

世
界
の
国
々
の
文
化
を
知
る
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
は
イ
ン
ド
料
理
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
イ
ン
ド
料
理
を
マ
ス
タ
ー
し
て
家

庭
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

と
き
／
１
月
26
日
（
日
）
９
時
30
分
～
13
時

（
受
け
付
け
９
時
15
分
）

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

講
師
／
石
井
シ
ュク
リ
ナ
さ
ん

内
容
／
イ
ン
ド
料
理

参
加
料
／
会
員
千
円
、
非
会
員
１
５
０
０
円

定
員
／
30
人
程
度

申
込
み
／
１
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
、
次
の

①
～
④
を
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
観
光
交
流

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
②
住
所
③
電
話
番
号

④
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
連
絡
網
と
し
て
使
用
）

問
合
せ
／
観
光
交
流
課
☎
（
72
）
９
９
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
72
）
９
９
０
９

井
上
靖
作
品
読
書
感
想
文
発
表
・

表
彰
式
・
記
念
行
事

　

伊
豆
市
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た
文
豪
井
上

靖
の
命
日
に
近
い
休
日
に
、
毎
年
『
読
書
感

想
文
発
表
・
表
彰
式
・
記
念
行
事
』
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
読
書
感
想
文
発
表
・
表
彰
式
に

続
き
、
記
念
行
事
と
し
て
『
朗
読
と
音
楽
の

し
ら
べ
』
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

と
き
／
１
月
26
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
旧
湯
ケ
島
小
学
校
体
育
館

内
容
／

〇
11
時
～
墓
参
（
熊
野
山
墓
地
）

〇
13
時
～
読
書
感
想
文
発
表
・
表
彰
式

〇
14
時
10
分
～
朗
読
と
音
楽
の
し
ら
べ

問
合
せ
／

〇
読
書
感
想
文
発
表
・
表
彰
式
…

　

社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

〇
朗
読
と
音
楽
の
し
ら
べ
…

　

天
城
湯
ケ
島
支
所
☎
（
85
）
１
１
１
１

狩
野
川
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
ラ
ン
ニ
ン
グ

参
加
者
募
集

　

昨
年
ま
で
開
催
し
て
い
た
健
康
マ
ラ
ソ

ン
大
会
を
、
順
位
を
付
け
ず
、
よ
り
気
軽

に
誰
で
も
参
加
し
や
す
い
も
の
に
変
更
し

ま
し
た
。

　

狩
野
川
の
自
然
を
感
じ
な
が
ら
、
み
ん

な
で
楽
し
く
気
持
ち
の
い
い
汗
を
流
し
ま

せ
ん
か
。

と
き
／
２
月
２
日
（
日
）
受
け
付
け
９
時
～

受
付
場
所
／
牧
之
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広
場

コ
ー
ス
／
狩
野
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

参
加
資
格
／
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人

○
Ａ
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
８
・
５
㎞

　

対
象
…
中
学
生
以
上

○
Ｂ
ノ
ー
マ
ル
コ
ー
ス
４
・
３
㎞

　

対
象
…
小
学
３
年
生
以
上

○
Ｃ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
１
・
75
㎞

　

対
象
…
誰
で
も
可

そ
の
他
／
参
加
賞
、
完
走
証
や
豚
汁
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
ま
す
。

申
込
み
／
本
庁
、
各
支
所
な
ど
に
あ
る
『
参

加
申
込
書
』
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
１
月

24
日
（
金
）
ま
で
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
83
）
５
４
９
８

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

現
在
、
小
中
学
生
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。

引
っ
越
し
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
学
校

は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

引
っ
越
す
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

市
内
・
市
外
に
か
か
わ
ら
ず
、
早
め
に

学
校
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
内
で
転
居
す
る
場
合
、
転
居
先
の
住

所
地
に
よ
り
通
学
す
る
学
校
が
変
わ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
転
居
先
の
住
所
地
で
指

定
さ
れ
て
い
る
学
校
に
つ
い
て
は
、
学
校

教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
年
度
途
中
に
転
居
す
る
場
合

は
、
年
度
内
に
限
り
転
居
前
の
学
校
に
通

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
引
き
続
き
転
居
前

の
学
校
に
通
学
し
た
い
場
合
に
は
、
学
校

教
育
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
学
校
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
０

郷
土
資
料
館
だ
よ
り
⑩

新
春
近
代
日
本
画
展
示

　

当
館
で
は
、
１
月
の
企
画
展
示
と
し

て
新
春
に
ふ
さ
し
い
近
代
日
本
画
作
品

を
展
示
公
開
し
ま
す
。
修
善
寺
ゆ
か
り

の
巨
匠
た
ち
が
描
き
残
し
た
作
品
を
、

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
伊
豆
市
所
蔵
の
屏
風
絵

『
修
善
寺
風
物
扇
面
散
』
を
メ
イ
ン
に
、

修
禅
寺
所
蔵
の
横
山
大
観
、
安
田
靫
彦
、

川
端
龍
子
の
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

併
せ
て
横
山
大
観
の
書
簡
も
公
開
し
ま

す
。

☆
主
な
展
示
作
品

『
修
善
寺
風
物
扇
面
散
』
六
曲
一
双　

　

合
作　

明
治
末
・
昭
和
13
年
ご
ろ　

　

伊
豆
市
蔵

『
暮
景
』
横
山
大
観　

修
禅
寺
蔵

『
萬
歳
楽
』
安
田
靫
彦

　

昭
和
14
年
ご
ろ　

修
禅
寺
蔵

『
扇
面
達
磨
』
安
田
靫
彦　

近
代

　

修
禅
寺
蔵

『
川
端
龍
子
書
簡
　
丘
球
学
宛
』

　

川
端
龍
子　

近
代　

修
禅
寺
蔵

『
雲
井
の
瀧
』
川
端
龍
子　

近
代

　

小
森
ゆ
き
氏
寄
託

☆
今
月
の
こ
の
一
点
！ 

『
暮
景
』
横
山
大
観　

修
禅
寺
蔵

　

近
代
日
本
画
の
巨
匠
横
山
大
観
と
修
善
寺

と
の
か
か
わ
り
は
、
新
井
旅
館
の
三
代
目
館

主
・
相
原
沐
芳
と
の
親
交
が
き
っ
か
け
で
、

静
養
や
作
品
制
作
の
た
め
に
度
々
、
新
井
旅

館
を
訪
れ
ま
し
た
。
大
正
４
年
３
月
に
は
、

仲
間
４
人
で
『
東
海
道
絵
巻
』
制
作
の
た
め

の
写
生
旅
行
中
に
修
善
寺
に
立
ち
寄
り
、
４

人
合
作
の
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。
ま
た
昭

和
５
年
に
は
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
る
日
本
美

術
展
出
発
に
際
し
て
、
横
山
大
観
ら
の
壮
行

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
水
墨
画
は
、
大
観
が
修
善
寺
を
訪
れ

た
当
時
の
修
禅
寺
住
職
・
丘
球
学
老
師
と

の
交
流
を
示
す
作
品
で
、
桐
箱
に
は
『
拙

作 

丘
禅

師
御
前 

横
山
大

観
』
と

大
観
自

筆
の
紙

が
添
え

ら
れ
て

い
ま
す
。

展
示
期
間
／
１
月
４
日
（
土
）
～
１
月
28

日
（
火
）
９
時
～
16
時
（
毎
週
木
曜
日

は
休
館
）

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、

小
中
高
生
１
５
０
円
（
県
内
小
学
生
無
料
）

問
合
せ
／

修
善
寺
郷
土
資
料
館
☎
（
72
）
１
９
３
４

ＱA

今月の表紙
編
集
後
記

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
『
広
報
い
ず
』
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
の
架
け
橋
で
あ
る
『
広
報
い

ず
』。
こ
れ
か
ら
も
市
役
所
の
情
報
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
市
内
の
た
く
さ
ん
の
ス
テ
キ

な
話
題
を
掲
載
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て
い
く

あ
っ
た
か
い
広
報
紙
を
目
指
し
て
、
日
々
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
も
皆
さ
ん
の
ス
テ
キ
な
笑
顔
に
た
く

さ
ん
出
会
え
ま
す
よ
う
に
！

　今月の表紙は、田方広報研
究会共同編集で取材した市内
で働く笑顔の皆さんの写真で
す。背景には学校の教室を使用
しました。
　この共同編集では、教室から
飛び出し、職業体験をした中学
2年生にスポットを当てるとと
もに、田方で働く魅力ある人な
どを紹介します。　

▲大観 暮景

　今月の表紙は、巣雲山山頂か
ら望む、朝日を浴びた絶景の富
士山です。
　この山頂からは、日の出、富
士山、天城連山、相模灘、房総
半島と３６０度のパノラマを堪
能することができ、初日の出を
拝むには絶好のビューポイント
です。富士山の青色、山の赤・緑
色、ススキの黄色、どれもとて
もきれいでした。

山
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＊健康増進課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

＊健康増進課＊

集え！集え！集え！

伊豆市の人口
※（　）内は前月比

アスリートアスリートアスリート

貫洞 なつみ
ちゃ

ん　かんどう　　　

（柏久保）

鳥居 大空ちゃん

       とりい   ひろたか　　　

（柏久保）

荻島 加帆ちゃん

　   おぎしま    かほ　　
　

（月ケ瀬）

髙木 咲恵ちゃん

　    たかぎ      さえ　　　

（松ケ瀬）

佐藤 陽那太
ちゃ

ん    さとう        ひなた
　　

　

（原保）

鈴森 清矢ちゃ
ん

　  すずもり  せいや　　
　

（宮上）

田沼 倖祈ちゃん

       たぬま    こうき　　　

（湯ケ島）

小笠原 圭人ちゃん

　

 おがさわら   けいと　　
　

（姫之湯）

栗田 樹希ちゃ
ん

　   くりた      いつき　　
　

（牧之郷）

中村 心海ちゃん

     なかむら   ここみ　　　

（月ケ瀬）

▲仲間を募集中！見学もできるのでぜひ見に来てください

天城Ｊｒ．バレーボールクラブ
私たち天城Ｊｒ．バレーボールクラブは、部員１８
人で練習や試合を頑張っています。サーブやレシ
ーブ、アタックが決まるとすごくうれしいです。
これからも、チームワークとガッツ
で優勝目指して頑張ります。毎週金
曜日、19時から天城小学校で練習し
ています。

平成25年
12月1日現在 ●男 16,057人 （－４0）●女 17,5１７人 （－３９）　●計 ３３，574人（－79）　●世帯数 13,４３１世帯（－1７）

キャプテン　立岩 美樹
（天城小6年）

キャプテン　立岩 美樹
（天城小6年）

2014. 1 24



★広報発行時点での予定ですので、変更になる場合があります。
★その他、詳細は『広報いず』をご参照ください。

人あったか　まちいきいき　自然つやつや　伊豆市

日　曜　日 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 土　曜　日

広報カレンダー

と り 出 し て お 使 い く だ さ いと り 出 し て お 使 い く だ さ い

2014／H26
● 発行／伊豆市

広 報 カ レ ン ダ ー 広報カレンダー

       1 

　2　　　　3 4 5 6 7 8 

   9　 10   11 12 13   　　  14  　　 15      

  16            17 　　  18           19　       20          21　　   22

  23　　　24　　　25　　　 26　　　27　　　28

●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●3歳児健診
（生きいきプラザ）

●離乳食教室
（生きいきプラザ）

●市民健康講座『高血圧予防
　教室』（生きいきプラザ）

建国記念日

●2歳・2.6歳児健診
（生きいきプラザ）
●フッ素塗布
（生きいきプラザ）

●1.6・2・2.6・3歳児健診
（土肥保健センター）
●フッ素塗布
（土肥保健センター）

●市民健康講座
『脱メタボ・メタボ予防教室』
（生きいきプラザ）
●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●健康相談（乳幼児・おとな）
（生きいきプラザ）

●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●健康相談（乳幼児）
（土肥保健センター）

●健康相談（乳幼児）
（中伊豆ふれあいプラザ）

月2

●上下水道料金（修善寺）、温泉料金（土肥） ……………… 25日
●市・県民税第5期、固定資産税第4期 …………………… 28日
●国民健康保険税第8期、後期高齢者医療保険料第7期 … 28日
●介護保険料第6期 …………………………………………… 28日

今月の
納期限

施設
休館日

● 市役所 … 土・日・祝日
● 修善寺郷土資料館 … 木曜日
● 中伊豆歴史民俗資料館…水・木曜日

● 中伊豆室内温水プール … 月曜日
● 天城温泉プール ………… 火曜日

● 清掃センター … 土（11時～）・日・祝日
● 図 書 館 … 月曜日・第4金曜日
● 虹 の 郷 … 4日・18日・25日

● イズシカ問屋 … 火・金曜日
● 湯の国会館… 水曜日



図書館でお話会
※図書館で手遊びや絵本の読み聞かせなどをします。

申込不要・時間まで
にお集まりください。

広報カレンダー

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聞き、解決を図ります。
とき／18日（火）13時～16時
ところ／生きいきプラザ・天城保健センター
予約・問合せ／市民相談室☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ヶ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉者相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
社会福祉課☎（72）9863

無料法律相談（要予約）
相続・離婚・交通事故などの相談に顧問弁護士が応じます。
とき／12日（水）8時30分～10時10分
20日（木）10時～12時
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858　土肥支所☎（98）1111
天城湯ケ島支所☎（85）1111　中伊豆支所☎（83）1111　

人権相談（要予約）
家庭内や地域での困りごと、不当な差別やいじめなどの相談
に応じます。
とき／12日（水）9時～12時　
ところ／土肥支所、中伊豆支所
予約・問合せ／社会福祉課☎（72）9862

各
種
相
談

各
種
相
談

職業相談（予約不要）
ハローワーク三島が伊豆市と共同運営する職業相談窓口です。
とき／平日8時30分～17時
ところ／伊豆市地域職業相談室（柏久保）
問合せ／伊豆市地域職業相談室☎（74）3075

行政相談（要予約）
国の行政に関する苦情や要望、問い合わせなどを聴き、解決
を図ります。
とき／18日（火）9時～12時
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858　土肥支所☎（98）1111
天城湯ケ島支所☎（85）1111　中伊豆支所☎（83）1111　

障害者福祉相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／社会福祉課☎（72）9863
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259

結婚相談（予約不要）
結婚に関する相談に親身になって応じます。
とき／14日（金）18時～20時　ところ／生きいきプラザ
問合せ／市民課☎（72）9858

消費者相談（随時受付）
悪質商法被害など消費生活に関する相談に応じます。
とき／平日9時～16時　※木曜日は消費生活相談員駐在
ところ／市民課・各支所
問合せ／市民課☎（72）9858

※緊急の場合は１１９

2月
休日当番医

  2日 村田内科クリニック（伊豆の国市吉田）☎（76）8866
 9日 矢田レディースクリニック（伊豆の国市宗光寺）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ☎（76）4550
 11日 伊豆慶友病院（月ケ瀬）☎（85）1701
 16日 修善寺クリニック（柏久保）☎（72）7272
 23日 ＪＡ静岡厚生連リハビリテーション中伊豆温泉病院
　　　　　　　　　　　　　　　 （上白岩）☎（83）3333

★日曜日のお話会(修善寺)3歳以上
　9日(日)14時～14時30分
★小さい子とお母さんのためのお話会(修善寺)0～3歳
　  5日(水)・19日(水)10時30分～11時
★おはなしタイム（中伊豆）幼児・児童
　8日・22日(土)10時30分～11時　　
★おはなしタイム Baby♪（中伊豆）乳幼児
　13日・27日(木)10時30分～10時50分
★おはなしかい(天城)4歳～小学低学年
　15日(土)14時～14時30分
★うりぼうおはなしかい(天城)0歳～3歳
　 13日(木)10時30分～10時50分
★おはなしの会（土肥）小学生以下
　8日・22日(土)10時30分～11時

　保育園・こども園の園庭開放や子育て支援事業を実施し
ています。お子さんとぜひお越しください。 
時間／９時３０分～１１時３０分 ※祝日は除きます。
※『のびのび広場』と『すいすい』は、９時～１５時
※『ちびっこサロンわらぼ』は、9時30分～14時30分

※行事などによりお休みする場合がありま
　すので、ご了承ください。

 園庭開放 　　実施日
 修善寺保育園 　毎週火曜日
 熊坂保育園 　毎週火曜日
 橘保育園 　毎週月曜日

　　　 　子育て支援事業　　　　　　　　　実施日
のびのび広場（修善寺保育園） 毎週月～金曜日
わんぱく広場（生きいきプラザ） 月（不定期）・毎週金曜日
すいすい（こども園あゆのさと）  毎週月～金曜日
にこにこフロア（土肥支所） 毎週月～金曜日

ちびっこサロンはつま（中伊豆ふれあいプラザ） 毎週月・火曜日
ちびっこサロンわらぼ（原保保育園） 毎週水・木・金曜日

のびのびくらぶ（湯ケ島幼稚園） 毎週月～金曜日

遊びに
きてね！
遊びに
きてね！

毎月25日は毎月25日は

毎月19日は毎月19日は 食育の日食育の日食育の日
地産地消の日地産地消の日地産地消の日

1日～３月10日　梅まつり／修善寺梅林

3日　修禅寺節分会／修禅寺

3日　土肥神社節分祭／土肥神社

14日　恋人岬バレンタインデースペシャル／恋人岬

15日～３月9日　女将（おかみ）のもちより雛と

　　　　　　　　　　 修禅寺庭園特別観賞／修禅寺

21日　修禅寺弘法市／修禅寺境内

23日～３月16日　伊豆月ヶ瀬梅林梅まつり／月ヶ瀬梅林

【花の見ごろ】

上旬～３月上旬　梅／修善寺梅林

中旬～３月中旬　梅／月ヶ瀬梅園

中旬～３月中旬　ワサビの花／天城湯ケ島・中伊豆地区

　　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

1日～３月10日　梅まつり／修善寺梅林

3日　修禅寺節分会／修禅寺

3日　土肥神社節分祭／土肥神社

14日　恋人岬バレンタインデースペシャル／恋人岬

15日～３月9日　女将（おかみ）のもちより雛と

　　　　　　　　　　 修禅寺庭園特別観賞／修禅寺

21日　修禅寺弘法市／修禅寺境内

23日～３月16日　伊豆月ヶ瀬梅林梅まつり／月ヶ瀬梅林

【花の見ごろ】

上旬～３月上旬　梅／修善寺梅林

中旬～３月中旬　梅／月ヶ瀬梅園

中旬～３月中旬　ワサビの花／天城湯ケ島・中伊豆地区

　　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

1日～３月10日　梅まつり／修善寺梅林

3日　修禅寺節分会／修禅寺

3日　土肥神社節分祭／土肥神社

14日　恋人岬バレンタインデースペシャル／恋人岬

15日～３月9日　女将（おかみ）のもちより雛と

　　　　　　　　　　 修禅寺庭園特別観賞／修禅寺

21日　修禅寺弘法市／修禅寺境内

23日～３月16日　伊豆月ヶ瀬梅林梅まつり／月ヶ瀬梅林

【花の見ごろ】

上旬～３月上旬　梅／修善寺梅林

中旬～３月中旬　梅／月ヶ瀬梅園

中旬～３月中旬　ワサビの花／天城湯ケ島・中伊豆地区

　　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

【写真】ワサビの花【写真】ワサビの花【写真】ワサビの花
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みんなの掲示板みんなの掲示板

　ヒザ楽体操は、イスに座ったまま運動とストレ
ッチをする簡単な体操です。
とき／1月8日から3月12日までの毎週水曜日
10時～10時45分（全10回）
ところ／小川区公民館
料金／全10回コース2,000円（特別会員は無料）
対象／ひざの痛い人（要医師の許可）
持ち物／バスタオル、小タオル、飲み物
申込方法／中伊豆室内温水プール受け付けに
て、申し込み用紙に必要事項をご記入ください。
問合せ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
☎（75）7575

❖無理なく 楽しく 長く続ける
ヒザ楽体操教室参加者募集

　もし伊豆市で災害が発生したら…地域住民と
して何ができるだろう？
　この研修会は、災害発生時のことを知ってい
ただき、災害ボランティアセンターの仕組みを
理解していただくことで、もしも伊豆市で災害
が発生した場合、どうしたらよいのかを学んで
いただく研修会です。
　たくさんのご参加をお待ちしています！！
とき・ところ／
〇土肥会場…2月22日（土）10時～
　伊豆市土肥支所
〇修善寺会場…3月1日（土）13時30分～
　生きいきプラザ
内容／〇災害ボランティアセンターとは？
〇災害事例紹介（水害、津波被害など）
〇災害ボランティア登録制度について
申込み・問合せ／伊豆市社会福祉協議会
☎（83）3013

❖災害研修会参加者募集
（伊豆市社会福祉協議会主催）

❖浜名湖花博10周年記念事業
第31回全国都市緑化しずおかフェア

❖総合型地域スポーツクラブアル
テ伊豆『子ども体育教室』会員募集

　静岡県の委託により、静岡県労働者福祉協議
会などの主催で、『勤労者総合美術展』を開催し
ます。県内の働く人なら誰でも出品できます（出
品部門において指導的立場の人を除く）。
募集作品／絵画（油絵、水彩画、版画、日本画、
水墨画など）、書、写真、手工芸など
応募期間／2月17日（月）～3月7日（金）
作品受け付け／3月20日（木）までに、労働金庫
本店・支店、全労済県本部・共済ショップ、静岡県
労働者福祉協議会の窓口へお願いします。
展示について／すべての応募作品について、4
月2日（水）から4月6日（日）までの間、グランシ
ップ展示ギャラリー（JR東静岡駅すぐ東側）に
展示します。
問合せ／（一社）静岡県労働者福祉協議会
☎054（221）6241
※ホームページに開催要項などがあります。
http://plaza3.dws.ne.jp/̃scn00855/

❖顔つけから始めます
～大人初心者水泳教室～

　特定の産業に従事する人の『静岡県産業別最
低賃金』が改正されました。詳細はお問い合わ
せください。
効力発生日／平成25年12月13日
産業別最低賃金（時間額）／
〇パルプ・紙・加工紙製造業…758円
〇タイヤ・チューブ、ゴムベルト・ゴムホース・工
業用ゴム製品製造業…807円
〇鉄鋼、非鉄金属製造業…839円
〇はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機
械器具、輸送用機械器具製造業…851円
〇電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器
具、情報通信機械器具製造業…823円
〇各種商品小売業（百貨店など、衣・食・住にわ
たる商品を販売する事業所）…799円
問合せ／静岡労働局賃金室☎054（254）6315
三島労働基準監督署☎055（986）9100

❖『静岡県産業別最低賃金』改正
のお知らせ

❖第64回静岡県勤労者
総合美術展出品作品募集

とき／１月23日から3月27日までの毎週木曜日
13時１０分～14時
※途中からの参加も受け付けます。
ところ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
内容／顔つけ練習から２５ｍ泳げるようになる
のが目標
料金／初めての人は全10回受講料無料
（入館料４００円別途自己負担）
対象者／健康で水泳をやってみたい大人
定員／２０人
講師／伊豆スイムサポートスタッフ
申込方法／申込用紙に必要事項を記入し、提出
してください（用紙は『ふれっぷ』にあります）。
※電話でも受け付けます（仮申込み）。氏名、年
　齢、電話番号などをお知らせください。
申込み・問合せ／中伊豆室内温水プールふれっ
ぷ☎（７５）７５７５

とき／
■はままつフラワーパーク会場
　（浜松市西区舘山寺町195）
　3月21日（金・祝）～6月15日（日）8時～18時
■浜名湖ガーデンパーク会場
　（浜松市西区村櫛町5475-1）
　4月5日（土）～6月15日（日）9時30分～17時
内容／
■はままつフラワーパーク会場
〇1,300本の桜と50万球のチューリップの競演
（夜桜開園もあり）
〇ウェルカムガーデンとスマイルガーデンの新設
〇７２０品種、１００万本の花ショウブ
〇日本では栽培が難しい『ヒマラヤの青いケ
シ』の特別展示
■浜名湖ガーデンパーク会場
〇2,000品種、100万株の草花による色とりどり
の花風景
〇今話題の庭園デザイナー石原和幸氏が制作
する庭園
〇国際的フラワーデザイナー村松文彦氏を中
心とした県内フラワーデザイン集団による花
装飾の展示
〇一般公開では貴重で、市販されていない『青
いコチョウラン』の特別展示

チケット／（　）内は前売り券の金額です。
〇普通入場券…大人800円（700円）、小・中学
生400円（300円）
　※どちらかの会場に1回入場できます。
〇セット入場券…大人1,400円（1,200円）、小・
中学生700円（600円）
　※両会場に1回ずつ入場できます。
〇パスポート券…大人4,000円（3,500円）、小・
中学生2,000円（1,500円）
　※開催期間中、両会場ともに入退場自由。
チケット販売所／ファミリーマート、ローソン、
サークルK、サンクス、セブンイレブン、ミニスト
ップ、JTB各店舗ほか
問合せ／浜名湖花博2014実行委員会事務局
☎053（458）7601

　子ども体育教室は、子どもたちが多くの仲間
と一緒に楽しく遊ぶ機会を設け、基本的な運動
を通じて心身の健全な発達をお手伝いします。
とき／1月11日・18日、2月8日・22日、3月8日・
15日（土）　幼児…9時50分～10時50分、
小学生…11時～12時
ところ／修善寺体育館（2月22日と3月8日は修
善寺農村環境改善センター）
内容／マット運動、鉄棒、跳び箱、なわ跳びなど
講師／野木 篤 氏ほか
対象者／幼児（年少以上）・小学生
定員／各100人程度
費用／会員…1回300円　非会員…1回500円
※初めての人は、年間運営費（保険料含む）とし
て1,000円が必要です。
持ち物／体育館用靴、タオル、飲み物、体操着
申込み・問合せ／総合型地域スポーツクラブ　
アルテ伊豆☎（72）5935



❖狩猟免許試験のお知らせ

　AED（自動体外式除細動器）を使用した心肺
蘇生法、止血法などの講習を行います。
とき／２月8日（土）９時～１３時
ところ／田方消防本部3階研修室
対象／伊豆市・伊豆の国市・函南町在住または在勤者
募集人数・参加料／先着50人・無料
申込期間／１月１1日（土）～２月1日（土）
申込み・問合せ／中消防署☎（76）0119、北消防
署☎055（978）0119、南消防署☎（74）0119、
南消防署西出張所☎（98）0119

❖放送大学 平成２６年度1学期生
募集のお知らせ（4月入学）

❖【三島市】商店街のおもてなし
正月感謝祭
 市内の10商店会による、心を込めたおもてな
しイベントです。日ごろのご愛顧に感謝し、甘酒
のサービスや福銭プレゼント、大抽選会などを
行います。三嶋大社への初詣でなどの際には、
お近くの商店会へぜひお出掛けください。
とき／大晦日～1月6日（月）
ところ／三島市内の各商店会
（大場、市内中心部の各商店会）
その他／各商店会によって開催期間や内容が
異なります。
問合せ／三島市商工観光課☎055（983）2655

とき／1月18日（土）・19日（日）10時～14時30分
ところ／韮山時代劇場
（伊豆の国市四日町772）
内容／第8回全国高校生パンコンテスト、パン
祖を訪ねるいちごウォーキング、県立田方農業
高等学校の生徒さんによる巨大パンオブジェ、
全国および近隣の有名店パン販売会 ほか
問合せ／伊豆の国市観光協会
☎055（948）0304

　司法書士による相談と税務相談を開催しま
す。ぜひご相談ください。
とき／1月21日（火）9時30分～11時30分
ところ／中伊豆保健福祉センター
相談内容／司法書士（悪徳商法、消費者金融、
契約トラブルなど）、税務（相続、確定申告、年
金、住宅ローン控除など）
申込み・問合せ／伊豆市社会福祉協議会
☎（83）3013

　税理士による無料税務相談を開設します。
税務に関することなら、何でもお気軽にご相談
ください。
　なお、予約制となりますので、事前にお申し
込みください。
とき／ 1 月8日・15日（水）13時～ 15時
ところ／東海税理士会三島支部税務指導所
（三島市大宮町 3-20-21）
申込み・問合せ／東海税理士会三島支部税務
指導所☎055（972）1668

❖若者交流施設『９izu』体験講座
アロマリップクリーム＆ミニバスソルト作り

❖田方消防本部主催
普通救命講習Ⅱ（一般公募）

❖平成25年度ワーク・ライフ・
バランスセミナー開催（参加無料）

❖1月10日は『110番の日』
迅速な通報が事件解決の決め手！

❖司法書士・税務無料相談（予約制）
(伊豆市社会福祉協議会主催）

❖税理士による無料税務相談
の開設（要事前申し込み）

とき／1月22(水) 10時～12時
ところ／伊豆市若者交流施設『9izu(クイズ)』
内容／100%天然♪ミツロウ・ホホバオイルを
使ってアロマリップクリームを作ります！
おまけでバスソルトも♪♪
講師／自然療法サロン ミモザ 新田はるみさん
定員・材料費／先着12人・500円
持ち物／筆記用具、タオル
申込期限／1月17日(金)
申込み・問合せ／『9izu』☎(88)9120

とき／１月22日（水）１３時～１６時３０分
ところ／沼津労政会館（沼津市高島本町１-３）
内容・講師／『県内の実践企業から学ぶワーク・
ライフ・バランス』講義・意見交換など
（有）伊豆介護センター代表取締役 稲葉 雅之 氏
定員・対象／先着５０人・企業経営者、人事労務
担当者や関心のある人はどなたでも
申込み・問合せ／静岡県労働政策課
☎054（221）2338
※１月20日（月）までにお申し込みください。

❖【伊豆の国市】
第8回パン祖のパン祭（入場無料）

○110番は緊急通報専用です。
○県内の110番通報は、すべて『110番センター静
　岡』へ入ります（場所説明は市町名から、目標説明は
　公的施設や建物の名称をお願いします）。
○事件事故や不審者情報は、迷わず110番通報を
　お願いします（事件・事故の通報と同時に警察官が
　現場へ向かっています。落ち着いてお話しください）。
○警察への要望や相談は、『♯9110』に問い合わ
　せるか、警察署の相談窓口にお願いします。
問合せ／大仁警察署☎（76）0110

とき／2月16日（日）9時～16時（予定）
ところ／県富士総合庁舎
（富士市本市場441-1）
試験内容／知識試験、適性試験、技能試験
免許の種類／わな猟、第1種銃猟、第2種銃猟
申込期限／1月17日（金）
手数料／5,200円
（法律により一部免除される場合は3,900円）
申込み・問合せ／県東部農林事務所森林整備課
☎055(920)2169

❖『もしものとき』のために
備えませんか？～緊急用ホイッスル～
　八岳地域福祉委員会では、緊急用ホイッスルを
販売しています。八岳地域の皆さんには各戸配
布しました。『もしものとき』のために、ほかの地
域の皆さんも整備してみてはいかがでしょうか。
　まずは、災害時に向けて、日ごろの備えから考
えてみませんか？ホイッスルの中には、氏名、住所
、緊急時連絡先などを記載することができる用紙
も添付されていますので安心です！！
料金／1セット300円
問合せ／伊豆市社会福祉協議会☎（83）3013

　放送大学は、テレビなどの放送を利用して授
業を行う通信制の大学です。心理学、福祉、経
済、歴史、文学、自然科学など幅広い分野を学ぶ
ことができます。
　希望する人には、資料を無料で送付しますの
で、お気軽にお問い合わせください。
出願期限／2月28日（金）
申込み・問合せ／放送大学静岡学習センター
☎055（989）1253
※ホームページでも受け付けています。

❖狩野川記念公園指定管理者
（株）サンアメニティからのお知らせ
①照射・強風防止ネットを設置
　８月に実施したモニタリング調査の結果から、
テニスコート側面フェンスに照射・強風防止ネッ
トを設置いたしました。
　今後も、皆さんに気持ち良く、気軽に施設を
ご利用いただけるように努めていきます。
②伊豆市消防団出初式を開催
　1月12日（日）に狩野川記念公園グラウンドで
開催されます。
問合せ／（株）サンアメニティ☎（72）7379
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